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富山県の天然スギを活用した体験型教育観光の提案

はじめに

　近年、地域・都市ブランドの重視やインバウンドの増加によ
り、地域活性化や文化発信を目的とした観光が全国的に盛ん
になっている。そして、その内容や対象も多様化している。
　富山県は立山連峰に代表される自然資源を活かした観光
が盛んであるが、一方で自然の基盤となっている森林自体へ
の注目は弱い。県内の自然資源の中でも特に天然スギには特
徴のあるものが多く、学術的にも価値があることから、これら
を観光的に活かす方法として、「体験型教育観光」※1　を提
案することを本論文の目的とした。ここでいう「体験型教育観
光」とは、多様な層を対象とし、実際に自然や歴史・文化に触
れ体験することで、楽しみながら学ぶことができる教育の場を
提供することを目的とした観光と定義する。
　はじめに県内に現存する天然スギの観光資源としての特徴
をまとめ、その活用の可能性を対象者の層別に検討した。そ
の上で、歴史や生活と関係の深い天然スギの魅力をより広く
伝えるため、多様な層を対象とした新たな体験型教育観光の
活用方法を提案した。

体験型教育観光への適合度比較

　まず、専門誌や富山県の市町村史、論文などの資料から県
内の天然スギの特徴を整理した。次に、各調査対象について
文献調査、現地調査、ヒアリングを行った。主な調査対象地は、
杉沢の沢スギ、魚津埋没林博物館、立山美女平、洞杉群であ
る。さらに、各対象地の解説やアクセス性など対象者別の適合
性を比較した。この比較により、各対象者に体験型教育観光
を提供する際の強みと弱みを把握した。
　天然スギの解説については、全体的に子供には漢字や専
門用語が多いため難しく、高齢者には文字や写真が小さく分
かりづらいという評価になった。一方、専門家や大学生には情
報が少ないため、より詳しいガイドや調査報告書などの情報
が必要となる。アクセス性が悪い場所については、ガイドツ
アーを組んで訪れやすくしたり、イベントやスギを使ったもの
づくり体験といった工夫が重要となる。

対象別体験型教育観光の提案

　今回主な調査対象地とした4ヶ所の天然スギと関連施設の
特徴を整理したことで、この4ヶ所の組み合わせによってスギ
の成長過程や力強さを体感する体験型教育観光が提案でき
ると考えた。
　小中高校生向けの体験型教育観光の提案としては、その教
育期間を通して上記4ヶ所を訪れ、ガイドツアーを行う。その

際、スギの草木染めやスタンプラリーを取り入れ、楽しく学ぶ
ことができるようにする。また大学生と専門家には、2泊3日で
スギの毎木調査を取り入れたガイドツアーを提案した。対象
者の学びと発見の場にするとともに、対象地にとっても貴重な
情報収集の場として活用する。高齢者には、説明の見やすさ
や体力的に一番適している杉沢の沢スギと埋没林博物館で
の癒しを提供する観光を提案した。一般人を対象とした天然
スギ巡りでは専用ガイドブックを用意し、県内の多様な特徴の
あるスギを巡り、写真撮影やスタンプラリーを行って、訪れた
数に応じて景品を渡すといった仕掛けが考えられる。
　教育を目的としているため、全ての提案にガイドツアーや解
説を取り入れるが、比較的スギへの興味が薄い対象者には楽
しむことを優先した。様々な対象者別に体験型教育観光の
コースを用意することで、1人でも多くの人に富山県の貴重な
資源である天然スギについて知ってもらい、興味を深めてもら
うことが大切である。天然スギという特殊な自然資源を観光
に生かすために教育の場を作り、さらに体験を取り入れてス
ギに親しみを持つ層を増やすことで、観光への応用が一層広
がることを期待したい。

［引用文献］
※1　新田時也（2005）体験型教育観光についての提言, 「海
―自然と文化」東海大学紀要海洋学部3（3）, 87-91.

写真１）　杉沢の沢スギ　撮影：浦本咲

図１）　ガイドブック一例
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大橋由希

鍾乳洞の観光開発史
飛騨大鍾乳洞を例に

はじめに

　人類の祖先である猿人、原人が樹上から下りて生活するよ
うになった100～200万年前から洞窟は利用されていたと考
えられている。その後、洞窟は次第に信仰や修行の場としても
利用されるようになった。近代には考古学的あるいは地学的
な研究や探検の対象となったほか、キノコ栽培、農産物の貯
蔵といった産業に関する新しい利用方法が生まれたが、非常
にポピュラーな利用形態として観光洞としての活用がある。
　観光鍾乳洞は来訪者にどのようなものを見せようとしてい
るのだろうか。観光鍾乳洞の公式ホームページやパンフレット
には、科学的・歴史的な資源としての学術的な情報と同時に、
それとは一見関係の薄い俗っぽいものの情報も含まれている。
つまり鍾乳洞は、学習のための場であると同時に遊山のため
の場としての性質もあわせもっている。これらがどのようにして
鍾乳洞に取り入れられてきたのか、そういった視点で研究し
た事例は少ない。
　そこで本論文では鍾乳洞の観光開発の歴史を明らかにし、
鍾乳洞観光の特徴や求められてきたものを考察することを目
的とする。日本国内の鍾乳洞のうち、代表的な鍾乳洞として日
本観光鍾乳洞協会の定める日本鍾乳洞九選を研究対象とし、

その中で高度経済成長以降に観光開発が進んだ鍾乳洞のひ
とつである飛騨大鍾乳洞を主な事例として、他の観光鍾乳洞
と比較をおこなった。現地調査、ヒアリング調査、文献調査、公
式ホームページの情報をもとに分析を進めた。

鍾乳洞観光の歴史

　鍾乳洞の観光開発史は大きく４つの段階に分けることがで
きた。最初は日本各地で洞窟の探検や調査が行われ、鍾乳洞
が発見される段階である。観光開発の先駆を担ったのは秋芳
洞であり、鉱山の発掘を行っていた梅原文次郎らによって明治
時代にはすでに開発が開始されている。飛騨大鍾乳洞は1965
年に地元の実業家である大橋外吉によって発見され、1969年
に観光洞としてオープンした。
　２つ目の段階として、観光客の利便性を求めた整備が進展
した時期がある。これによって洞内の照明、通路、エレベーター
や、洞までの道路、駐車場の整備が行われ、観光客はより安
全・快適に鍾乳洞を観光できるようになった。皇室の行啓が整
備を促進し、知名度を向上させた面もあると考えられる。
　３つ目の段階として、集客のための魅力作りや知名度をあげ
るために様々な付随施設の設置や取り組みが行われた期間が
ある。コースの新設や博物館、資料館などが設置されることが
多く、秋芳洞では1959年「秋吉台科学博物館」が開館した。ほ
かにも様々な付随施設の新設など、遊山の場としての性格が
強まっていった洞も多い。飛騨大鍾乳洞では1987年に様々な

美術収集品を収めた「大橋コレクション館」が開館している。祭
りのようなイベントを定期開催するようになった洞も多い。
　４つ目の段階として、現代的な観光ニーズにあわせた観光地
への移行がある。プロジェクションマッピングやLEDイルミネー
ションなどの新しい装飾技術を取り入れたほか、通信設備の
整備やSNSの活用によって、インバウンドや若年層への対応が
進められている。この流れの中で恋愛の聖地に登録する洞も増
加している。

鍾乳石の名付け

　鍾乳洞の特徴的な生成物や場所には名前が付けられてい
る。各鍾乳洞の名付けを抽出すると、学術名、願掛け、名所め
ぐり、信仰・伝説、建築、形の見立て、滝、ロマンス、その他とい
うように系統分けでき、鍾乳洞ごとの特徴や傾向もみられた。

考察

　鍾乳洞の観光開発は、初期には自然現象をそのまま見せる
ための開発が主として進められ、そこから観光地として観光客
の利便が追求されていった。その後、集客のため鍾乳洞の学
術的価値とは直接関係のない俗っぽい要素が多く取り入れ
られ、これらすべてが混然一体となって現在に至る。しかし、
俗っぽさをもたらす個人的な願い事への功徳や霊験の根源
には、鍾乳洞の成り立ちや観光開発以前からの地域の信仰

や仏教的故事との関係があることも重要である。鍾乳石の名
付けも遊山の場としての性格を強める仕掛けのひとつである。
鍾乳石の名付けは観光客が鍾乳洞を巡る際の目印になるよ
うなものであり、楽しみにつながるものである。その名付けに
は、学術名や信仰との関連などのように鍾乳洞の価値理解の
一助となるもののほかに、名所めぐりや形の見立て、ロマンス
などの俗っぽい性格のものもある。遠くて行けない場所への
擬似的な旅行を体験させ、宗教的なご利益や願掛けを想起さ
せるような仕掛けによって来訪者を惹きつけようとしたのでは
ないかと考えられる。

［参考文献］
加藤守／『日本列島洞穴ガイド』／コロナ社／1981
伊藤田直史・後藤聡／『みんなが知りたいシリーズ⑦　洞窟
の疑問30－探検から観光、潜む生物まで、のぞきたくなる未
知の世界－』／監修日本洞窟学会／2018
日本観光鍾乳洞協会／http://www.syonyudo.net/ 
山口県美祢郡秋芳町 秋芳町史編集委員会／『秋芳町史』／
1963
丹生川観光協会／『丹生川観光協会30周年記念誌　観光
30年のあゆみ』／丹生川観光協会／2000
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小幡侑花
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「一目五山」の絶景32選発掘フォトコンテストによる風景発掘と観光への応用の可能性

                    図１  フォトロゲイニング競技用地図の例：信濃町周辺
                                              （国土地理院地図より作成）

はじめに

　多くの人々に日本のすぐれた自然を伝え、残していくために
誕生したのが国立公園である。国立公園は、多様な関係者の
協力によって成り立っていることから、環境省、自治体、民間事
業者などが連携できる「協働型管理運営」が求められるように
なっている。新潟県と長野県にまたがる妙高戸隠連山国立公
園は、平成27年7月に新設された国立公園であり、多様な山
岳景観を特徴とする。平成28年7月にモデル的な協働型管理
運営を目指して「妙高戸隠連山国立公園連絡協議会」が設立
された。そしてこの協議会の事業のひとつとして、公園のすぐ
れた風景を発掘し、地域にアピールすることを目的とする『「一
目五山」の絶景32選発掘フォトコンテスト』（募集期間、平成
29年9月1日～11月15日）が実施された。
　本論文では当フォトコンテストに応募された写真を分析対
象とし、発掘された風景の特徴を明らかにするとともに、発掘
された風景を協働型管理のもとで観光活用するための可能
性について提案することを目的とする。

発掘された風景の特徴

　応募された写真131件を分析対象とした。写真に写ってい
る内容の整理として、市町村、季節、天候、時間帯、山体（33
座）、湖や池、方角、生活・生業との関連を明らかにした。加え
て撮影対象となった山体の見え方として、撮影地点からの視
距離、視点場の高さ、山頂の標高、比高、仰角を求めた。
 集まった写真全体を通して、一般的に山を見上げる際の適値
とされる仰角10度よりも低い場合が多く、引いて見られている
風景が多かった。複数の山や地域の生活・生業の様子との組
み合わせを求めることで、必然的に引いて見る構図が多くなる
と考えられる。地域別の風景の特徴も表れており、長野県側で
は畑や果樹園との組み合わせが多く、新潟県側では水田との
組み合わせが多く、山とセットで写る生活・生業が地域性を反
映していた。
 山体別の風景の特徴については、以下の３点に整理できる。
①黒姫山は山麓の生活・生業などと相性がよいこと：生活・生
業との組み合わせで写された写真や、当国立公園のパノラマ
のような写真が多く集まった。②妙高山は単体でも主役にな
れる存在感があるほか、水辺との相性もよいこと：国立公園内
でも存在感を放つ山であり、遠くからも近くからも眺められる
対象であった。③高妻山は脇役として多くの写真に写ってい
ること：公園を代表する山として今後のアピールと活用が可能
と考えらえる。

発掘された風景を活用した観光の可能性

　以上の発掘された風景の特徴を踏まえたうえで、新たな観
光への応用について検討した。一つ目は当連絡協議会でも構
想されているロングトレイルへの活用である。“五感で楽しむト
レイル”として通常の自然体験に加え、応募写真に現れた農産
物などの食の要素も存分に楽しむことができるスタイルを検討
した。それによって地域で作られている地場産の食材にも目を
向けてもらい、観光消費につなげることも狙いである。二つ目は
フォトロゲイニング競技¹への活用である。当フォトコンテストで
発掘されたフォトスポットを競技へ組み込み、参加者に当国立
公園の山と人々の営みの関係を直に感じてもらう提案である。
実際に市街地から山地まで走るため、自然だけでなく国立公
園内の人々の暮らしにも触れることができる。本論文では国立
公園内の3地域を対象として、地域の特徴に合わせたモデル的
な提案を検討した（図１）。
　このような観光スタイルの提案を通して、当フォトコンテスト
で発掘された風景が、国立公園の風景保護と観光利用に活用
できることが示された。地域社会に貢献する観光スタイルが定
着することで、協働型の管理運営が一層進むことを期待したい。

¹　地図上に記載されたチェックポイント（通過証明として写
真を撮影）を回り、合計得点を競うスポーツ
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Geibun Prize 2019 受賞

1980年代以降の公園遊具の発展史

はじめに　

 本論文では公共的な公園の整備がほぼ完了した1980年代
以降、現在に至るまでの期間を対象に、公園遊具がどのよう
に姿を変えていったのかを明らかにし、なぜそのようなデザイ
ンや素材を選択するようになったのかを社会背景から考察す
ることを目的とした。

調査方法　

　初めに、事故原因と現在の遊具デザインとの関係を分析す
るために、遊具に関する事故をリストアップし、年表を作成し
た。分析の対象とした公園遊具は、代表的な遊具制作会社で
ある株式会社コトブキと内田工業株式会社の1980年～2017
年のカタログに掲載されているものである。次に遊具を分類し、
各種類の特徴や発展したポイント、デザインの重視しているポ
イントを分析した。分類にあたっては、遊具の安全に関する基
準：JPFA-S：2008を参考に、滑降系遊具、砂遊び系遊具、上
下動系遊具、揺動系遊具、振動系遊具、回転動系遊具、滑走
系遊具、懸垂運動系遊具、登攀運動系遊具、平衡運動系遊具、
跳躍系遊具、踏み段系遊具、潜動系遊具、複合系遊具の14

種類に区分した。そして、これらの14種の遊具がそれぞれどの
時期にどのようなデザインになったのか、新しい遊具がいつご
ろ姿を現したのかを分析した。分析内容やデザインの変化の
理由については、上記２社に対するヒアリングやメールによる
問い合わせを行って確認した。

結果

　滑降系遊具（主に滑り台）、揺動系遊具（主にブランコ）、上
下動系遊具（主にシーソー）、振動系遊具（主にスプリングを
使った遊具）、回転動系遊具（グローブジャングルジムなど）、
踏み段系遊具、複合系遊具といった主要な遊具のほとんどで
2000年代以降、引っかかりや挟み込みなど事故の原因となる
隙間箇所が取り除かれていた。さらに、滑降系遊具、上下動系
遊具、滑走系遊具（ケーブルやロープで滑る遊具）、揺動系遊
具では安全領域を確保していない（遊具を同時に使用してい
る子ども同士がぶつかる可能性のある）遊具がすべて姿を消
している。また、滑降系遊具や複合系遊具でみられたコンク
リート製遊具は、転倒の際に高確率で事故につながることを
理由として1990年頃から減少傾向をたどっていた。また、滑降
系遊具、揺動系遊具、登攀運動系遊具（ジャングルジムなど）、
懸垂運動系遊具（鉄棒、雲梯など）、複合系遊具に用いられる
素材も、1990年代からコンクリートより安価で弾性のある 
FRP製やポリエチレン製、軽く丈夫で滑りにくいゴム製、指の
挟み込みを防ぐロープ製に置き換わるといった変化がみられ

た。他にも、滑降系遊具、揺動系遊具、登攀運動系遊具、複合
系遊具でみられた木製遊具は、劣化しやすく、地中に埋まって
いる部分の点検が難しいことから1990年代後半以降減少傾
向にあった。
　こうした安全面に関する変化の他にも、滑降系遊具、振動
系遊具、上下動系遊具、回転動系遊具では、2003年以降そ
れまでみられなかった楽しさを感じさせるデザインや抽象的
なデザインの遊具が多く現れている。また、2010年頃から登
攀運動系遊具や複合系遊具では、海や森、岩山などのテーマ
性を持ったデザインがみられるようになり、振動系遊具や上
下動系遊具では、可愛らしいポップな動物デザインやイラスト
が活用されたデザインも増えている。
　一方で、遊びの機能面からのデザイン変化もいくつか現れ
ており、揺動系遊具、砂遊び系遊具、上下動系遊具、振動系
遊具、複合系遊具では、2000年代から親子で向き合って利用
できるブランコや砂場、片方の座面を幼児でも安全に利用で
きるボックス型にしたシーソーなど、親子の交流を目的とした
新たなデザインが加わっている。

デザイン変化の背景

　こうした背景には、国際的な安全基準の策定や、国内での
遊具事故を受けて日本公園施設業協会によって最初の遊具
の安全に関する基準が2002年に整備されたことがある。これ
以降14種の遊具のほとんどで安全面による大きなデザイン変

化が生じている。
　この安全基準が定められたことで遊具デザインが退屈にな
ることを防ぎ、子どもたちが様々な刺激にチャレンジでき、楽し
い遊び場を提供することを目的とした新たなデザインの遊具
が、2003年以降に集中して現れた。
　また2010年頃以降、ポップな動物デザインやイラストが活
用されたデザイン、テーマ性を持ったデザインが現れ始めたこ
とは、さらに子どもたちを魅了するための発展と考えられる。
　さらに、2000年代に安全基準により遊具の対象年齢が明
確化されたことにより、乳児用、幼児用、児童用遊具がそれぞ
れ充実し始めた。複数の子どもたちが同時に遊べる社会性を
重視したデザインに、近年ではさらに子育ての目線を取り入れ
て、親子の交流を目的にした新たなデザインが加わっている。
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芸術文化キュレーションコース
景観研究

濱田楓

Geibun Prize 2019 受賞

景観計画にみる城郭景観の保全手法

研究の背景と目的

　日本の城郭は外国人観光客の増加に伴い、注目が集まって
いる。国内においてもトレッキングの流行もあり、天守閣が残
る城郭のみでなく、遺跡としての価値を残す山城跡を訪れる
人も増加している。また、都市開発の面においても城郭は重要
である。17世紀ごろの日本では多くの城郭、城下町が誕生し
た。その頃の町の成り立ちが現在の都市の骨格を形成してい
る。現在の町の原形が城下町のころの町割りである都市は多
い。地域によっては災害からの復興のシンボルとして愛されて
いる城郭も多くある。
　このような、城郭を含んだ地域の景観を保全することを目
的とした法律、景観法が平成16年(2004年)から施行された。
この景観法は景観を国民共有の資産と位置づけ、地域の活
性化や新たな景観の創出などを基本理念としている。この理
念に基づき、制限や命令の権利を景観行政団体に与えた。多
くの自治体がこれをきっかけに積極的に景観保全に取り組み
始め、景観法や各地域の条例に沿った景観保全の指針として
景観計画が作られはじめたのである。
　本論文は、城郭に関係した景観計画を収集、分析し城郭景
観の保全手法について考察することを目的とした。日本の城

郭の特徴に合わせた保全手法を考察するために、城郭を天守
閣タイプ、惣構タイプ、山城タイプの3つに分類する。それらの
城郭に関係する景観計画の中で先進的、独自性のある景観
計画を対象に、城郭景観の保全のための景観行政団体の対
応や方針、規定、景観計画の内容について考察する。調査対
象としたのは以下の３城に関する景観計画である。

天守閣タイプ　犬山城（愛知県犬山市、岐阜県各務原市） 
「木曽川景観基本計画」
惣構タイプ　金沢城（石川県金沢市） 「金沢市景観総合計
画」 「金沢の景観 城下町の伝統と文化【保存計画書】」

山城タイプ　一乗谷城（福井県福井市） 「福井市景観計画 
一乗谷地区特定景観計画区域」

城郭景観の保全手法の分析

（1）犬山城
　犬山城は犬山市と各務原市にまたがる景観計画「木曽川
景観基本計画」によって両市が共同で景観保全に努めてい
る。自治体を越えた広域の協力体制によって作られた先駆的
な景観計画である。また策定の背景には各務原市に建設され
た高層マンションの問題があるため、犬山城天守閣からの眺
望保全を基準とした高度制限が行われている。
（2）金沢城
　金沢市については金沢市全体の景観計画で「金沢市景観

総合計画」と金沢市の主に中心市街地の景観保全のため策
定された「金沢の文化的景観 城下町の伝統と文化【保存計
画書】」を分析した。金沢市は景観法が制定される以前から
文化的資源や景観の保全に努めてきた自治体である。その中
で惣構や藩政期の町割りを骨格とし、その文化的価値を活か
した都市づくりが進められていた。
（3）一乗谷城　
　一乗谷城は福井市の景観計画の中で周辺の6つの集落と
それらの周囲の山の稜線が「一乗谷地区特定景観計画区域」
として景観保全を行う範囲に指定されている。この範囲は他
の山城に関連する景観計画と比較して考えると広い範囲まで
を景観計画区域に定めており、山並みとの景観の融合を考え
ている点からも積極的であるといえる。　

考察　

　景観法制定以前から景観保全に積極的であった自治体の
特徴としては、犬山城のように高層建築などの開発問題が
きっかけであることが多い。これらの例は人間の暮らしに合わ
せた建築と景観とのミスマッチである。しかし、適切な景観計
画を設けることによって、景観の価値を優先させることができ、
都市開発との折り合いの中で人々の生活環境の向上と景観
保全は両立できることが示された。

［参考文献］
国土交通省 都市・地域整備局 都市計画課/「景観法の概要」
/国土交通省/2005
木曽川景観協議会/「木曽川景観基本計画」/木曽川景観協議
会/2006
金沢市/「金沢市景観総合計画」/金沢市/2009
金沢市/「金沢の文化的景観　城下町の伝統と文化【保存計
画書】」/金沢市/2009
福井市/「福井市景観計画一乗谷特定景観計画区域」/福井
市/2011
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南砺市五箇山地域における伝統野菜栽培再興の取り組み

田原 美幸
文化マネジメントコース

研究の背景と目的

1995年、五箇山の菅沼集落と相倉集落が「白川郷・五箇山の合掌

造り集落」の一部として世界遺産に登録された。現在、観光地化に伴

う急激な変化は落ち着いたものの、かつて地域で行われていた生業、

特に農林業は衰退しつつある。そのため耕作放棄地が増加しており、

世界遺産周辺の景観に影響を及ぼしている。これらは、白川郷・五箇

山の合掌造り集落における世界遺産としての価値を保つ上で重要な課

題である。

また、近年伝統野菜を活用して地域活性化を目指す地域が増加して

いる。伝統野菜とは「その土地で古くから作られてきたもので、採種

を繰り返していく中でその土地の気候風土に合った野菜として確立さ

れてきたもの」である。多くの活用事例から、伝統野菜は栽培から流

通における過程で地域の歴史、魅力、文化を地域内外に発信する素材

になり得るということが分かる。

これらの状況を踏まえ、本論では五箇山の伝統野菜「五箇山ぼべら」

の栽培とブランド化を目指す取り組みに注目した。五箇山ぼべらは、

かつて五箇山の特産品であったかぼちゃで、「ボーボラ」「ボビラ」な

どとも呼ばれていた。皮は深い緑色で、実は濃いオレンジ色をしてお

り、ラグビーボールのような独特の形をしている（写真1）。長い冬

を乗り切るための重要な食糧でもあり、学校帰りの子供たちや農作業

終わりの人々にとって五箇山ぼべらを甘く煮付けた料理はとっておき

のおやつであったという。昔に比べてその栽培量は減少していたが、

一部の農家によって栽培され続けていた。

この五箇山ぼべらに注目したのが「合掌の森再生協議会」である。

五箇山ぼべらの栽培が耕作放棄地の減少と農村景観の保全に貢献する

ことや、また古茅を活用して栽培するという特徴から、古茅の価値の

上昇や新たな茅場の造成にも繋がると考え、五箇山ぼべらの再興を目

指した取り組みを開始した。

本研究では、この活動が先述の五箇山の農業や景観における課題の

解決に関わると考え、以下のように目的を設定した。まず現在行われ

ている五箇山ぼべらの活用について文献調査とヒアリング調査をおこ

ない、栽培や流通、ブランド化に関する現状を明らかにする。そして、

五箇山ぼべらの栽培が五箇山の抱える課題に対して果たし得る可能性

と今後の展望を考察する。

五箇山ぼべらの栽培と活用

五箇山ぼべらの栽培方法の特徴の一つとして、定植の次の段階に「古

茅を敷く」という作業がある。五箇山では昔から、合掌造りの屋根を

葺き替える際に発生する古茅を畑のマルチ資材として活用するという

習慣があった。古茅を敷く効果としては、土が保温されること、通気

性が良く、腐りにくいこと、雑草が生えにくくなること等が挙げられ

る。特に五箇山ぼべらにおいては、古茅が土との間のクッション材と

なり、実に傷がつかないという点も重要である。また畑に敷かれた古

茅は、収穫後耕す際に畑にすきこむことで堆肥となる。このように五

箇山の農業を中心とした昔ながらの暮らしと、古茅を活用した伝統的

な循環農法は、古くから受け継がれてきた五箇山の知恵とも言える。

現在では合掌の森再生協議会と五箇山農業公社、そして地元の農家

を中心に、ボランティア団体とも協力し合いながら五箇山ぼべらを栽

培している。合掌の森再生協議会は、世界遺産の合掌屋根に使用する

茅場再生活動を主目的とし、五箇山の住民によって組織された団体で

ある。少子高齢化が進む五箇山において茅場を守るために古茅の活

用、茅場再生ツーリズム等を実践しており、茅場再生に向けた支援の

仕組みを確立することを目指している。2014年より五箇山ぼべらの

再興へ向けた取り組みを始め、現在も五箇山ぼべらの栽培やそのブラ

ンド化における活動の中心を担っている。五箇山ぼべらを名乗る栽培

条件としては、①五箇山農業公社の種で作ること、②合掌造りで用い

た後の古茅を敷いて栽培すること、③五箇山で栽培すること、④でき

るだけ無農薬で作ること、の４項目をルールとして取り決めている。

合掌の森再生協議会では様々な形で五箇山ぼべらの商品化を進めて

いる。コロッケのほか、ペースト状に加工し、クッキー、バウムクー

ヘン、アイスクリームなどを開発した。今後も様々な商品への加工、

販売を目指したいとしている。2017年9月には、五箇山ぼべらが県

内初の「フードアルチザン・食の匠」のブランド食材として登録され

た。「フードアルチザン・食の匠」とはイオングループによる地域の

伝統的な食文化を守る生産者を応援する取り組みで、2001年から開

始されており、現在29道府県の食品が登録されている。

合掌の森再生協議会は今後もイオンとの協議を重ねる中で、イン

ターネットによる販売や商品開発についても検討する方針である。ま

たフードアルチザン登録をきっかけに合掌の森再生協議会に加えて五

箇山ぼべら生産者部会、なんと農業協同組合、南砺市、富山県とイオ

ンを構成員として「五箇山ぼべら推進協議会」を設立したことにより、

行政との協力体制が構築されたことで、これまで以上に活動の幅が広

がった。このようにフードアルチザンによるブランド化は、これから

五箇山ぼべらについて研究し、より有効な販売方法を考えていくため

のスタート地点であると言える。

五箇山ぼべら栽培と地域との関わり

現在、平、上平地域で唯一の小学校である上平小学校では、五箇山

ぼべらを扱った食育活動が授業として実施されている。2014年より

行われているこの活動の提案者は、元・南砺市地域おこし協力隊隊員

の渡邉麻衣氏である。

上平小学校で実施した授業では、五箇山ぼべらを栽培する他、調理

実習を通じて収穫した五箇山ぼべらをどのように料理したいか等を子

供たちに考えさせ、オリジナルの五箇山ぼべらのパンフレットを作成

した。このような活動は現在も続いている。

一方で茅場の保全について、近年「五箇山上平茅場」の管理におい

て国から補助金を受け取ることが可能になったことで、五箇山の民間

観光企業が茅場の造成事業を開始した。そのため、今後五箇山の茅の

自給率が大幅に上昇することが予想される。茅の自給体制が整うこと

で、古茅を使う五箇山ぼべらがより地域内で循環が完結する産品とな

る。そのことがよりブランド力を高めることにも繋がるだろう。茅場

の保全には、様々なボランティア団体や企業のCSR活動も関わって

いる。例えばNEXCO中日本は社員が茅場の造成や手入れ、刈り取り

等を支援している。そのつながりから近年では五箇山ぼべらの栽培に

も協力するようになった。今後も合掌の森再生協議会は、ボランティ

ア団体が参加するイベントのプログラムの中に五箇山ぼべらの収穫等

の作業を組み込む予定である。

総括

以上のような調査の結果、五箇山ぼべらの活用や、ブランド化、ま

た地域とのつながりなど、現在の五箇山における五箇山ぼべら栽培の

取り組みとその広がりが明らかになった。またこれらの取り組みが、五

箇山の地域内外に様々なプラスの影響を及ぼしていることが示された。

まず地域内では、ここ数年で五箇山ぼべらという伝統野菜の名称が

ブランドとして認知されると同時に、農業に対する地域全体のまとま

りが高まった。地域外については、これまで以上に五箇山ぼべらの名

称が露出する機会が増え、ブランド力の基礎が築かれた。その結果、

今後五箇山ぼべらの栽培を支える新たな仕組みができつつある。五箇

山ぼべらは、昔から五箇山で栽培され、地域住民の生活の一部として

存在していた。現代においても、そのような風景が当然のように五箇

山で見られることこそが、世界遺産の保全、そして地域住民の豊かな

暮らしにとっても望ましいことと考える。

［主要参考文献、引用文献、URL］
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Tahara, Miyuki  Efforts to Revive Traditional Vegetable Cultivation at Gokayama in Nanto City

写真1　 古茅の上で栽培される五箇山ぼべら／ copyright: 筆者
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富山県の工場景観
―景観異化と工場萌えの視点から―

畑山 のぞみ
文化マネジメントコース

研究の背景と目的　

2007年に工場写真や工場鑑賞場所を掲載した書籍『工場萌え』が

出版された。それ以降、「工場萌え」は、工場の景観を愛でるという

意味でメディアに取り上げられるようになった。

本論文で研究対象とする富山県内の工場も鑑賞の対象として取り上

げられるようになっている。新聞や観光冊子でも取り上げられてお

り、このように富山県内にも「工場萌え」の動きが取り入れられつつ

ある。

本研究では、岡田がテクノスケープを評価する際に用いた「景観異

化」の視点を援用しつつ、「工場萌え」ということばが表現する意味

内容を明らかにし、それらに基づいて富山県の工場景観がどのような

特徴を持つのかを明らかにすることを目的とする。

研究方法　

まず、工場景観に関する既往の研究として、岡田による「景観異化」

概念を用いたテクノスケープの評価について1）に基づいて整理した。

次に、「工場萌え」という評価の意味内容を明らかにするため、イ

ンターネット上の記述やマスメディアが、どのような形で「工場萌え」

という言葉を使用し始めたのかを整理するとともに、実際にどのよう

な形で表現されているかテキスト分析を行った。インターネット上の

記述としては、Blog「工場萌えな日々」の記事・コメントを使用した。

書籍『工場萌え』で写真を担当した石井が管理人を務めており、工場

萌えという内容に即した内容や表現が多数記述されている。2017年

7月現在で351件のコメントが掲載されている。また、マスメディ

アとしては、朝日新聞系の記事検索サイト朝日新聞データベース聞蔵

Ⅱビジュアル、日本経済新聞系の記事検索サイト日経テレコンを使

い、関連する記事の抽出を行った。上記検索の結果、抽出された記

事数は、朝日新聞データベース聞像Ⅱビジュアルは94件、日経テレ

コンは41件であった。これらをあわせて、計589件の書き込みと記

事を分析対象とし、「工場萌え」の視点やそこに表現されている内容、

感性などを明らかにする。

分析に際しては、集めたテキストの中から工場に対する具体的イ

メージが述べられているテキストを抜き出した。また、同じコメント

や記事でも工場に対するイメージが複数書かれている場合は、分けて

分析を行った。集めたテキストから工場に対するイメージが書かれて

いるテキストは、ブログ記事31件、ブログのコメント111件、朝日

新聞37件、日経新聞3件の182件となった。これらのテキストをも

とに工場に対するイメージの分類を行う。さらに、「工場萌え」が工

場のどの部分を対象にしたかという分析も行い、実際の工場景観の場

面との対応関係を明らかにする。

最後に、実際の富山県内の工場景観を対象として、主要な工場の外

観を観察、撮影し、以上の「景観異化」と「工場萌え」の2つの概念

によって、どのように富山県の工場景観を記述できるのか試みた。

「景観異化」の技法

岡田は人々がテクノスケープの景観を再発見し美的価値を見出すこ

とを「景観異化」とした。岡田によれば、異化の方法は大きく2つに

分けられる。構造物が生み出す「対象の変歪」と構造物と周りの景観・

場所との関係によって生み出す「コンテクストの変歪」の２つである。

「対象の変歪」をもたらす『対象の操作』はさらに6種類、「コンテク

ストの変歪」をもたらす『コンテクストの操作』は9種類に整理され

ている。

「工場萌え」のテキスト分析

「萌え」はアニメのキャラクターに対する感情をもとに90年代前

半から使われ、インターネット掲示板とともに広がった。全体の意味

や文脈から切り離して、ある特定の部分に強い感情移入を行うことと

いう意味で使われている。「工場」と「萌え」が組み合わさって使わ

れたのは2001年に立てられたインターネットの掲示板が嚆矢とみ

られる。その後インターネット上には工場景観の写真を掲載したブロ

グや工場景観鑑賞愛好者のコミュニティーが作られた。2007年に石

井、大山の『工場萌え』が出版され、その後、工場景観に関する写真

集も多数発売された。大きな工業地帯を有している自治体では工場景

観を観光資源として活用する流れも出てきた。個人的な感性にとど

まっていた「工場萌え」は、情報社会の中で価値の共有化が進むこと

で、社会を動かす現象になった。

ブログ・新聞のテキスト分析から、工場萌えの評価内容を（1）イ

メージを社会的な意味の部分からプラス評価をしているものを「形而

上の異化」、（2）工場の外観に対して評価しているものを「形而下の

異化」、（3）映画や未来、非日常と感連づけているものを「異世界」、

工場を別のものに見立てて比喩しているものを（4）「見立て」、相反

する二つの感情が両立している状態の表現を（5）「両義性」、工場の

存在に力をイメージする場合を（6）「存在」、美しい・機能美として

評価している表現を（7）「美」として分類することができた。それ

ぞれに該当するテキストの件数は図１の通りである。

「異世界」ではアニメやゲームの世界観を工場景観に反映されてい

る点を考えると「萌え」という言葉を使っている層と工場景観を魅力

的に思う層とには関連性がありそうに思われる。「見立て」では、生

き物や人がいるというように見立てられる様子が見られた。工場とい

う金属質の外観が多く無機質さを感じさせる場合が多いが、生き物や

人がいるというような有機性を持った表現に例えられた。

次に工場萌えの評価対象を分析した。評価している対象が①工場地

域や工場地帯、工場の周辺環境を含めた内容である場合と、②工場そ

のものである場合、③配管やタンクなど構造物の構成要素を評価し

ている場合、そして④視覚以外の評価を行っている場合、の4分類を

行った。①は74件、②は90件、③は45件、④は5件であり、評価

内容とともに見ると、見ている対象が広くなる（対象分類①、②）と

「異世界」的な感じ方が多くなり、見ている対象が狭くなる（対象分

類②、③）と「美」が多くなる傾向があった。

③の構造物の構成要素については、具体的にどのような要素がある

かを分類した。構造物の構成要素の上位3項目は、「配管」と水蒸気

や火など煙突から出る「排出」と「光・照明」であった。これらの構

成要素が「工場萌え」に大きく関わっていることが明らかとなった。

工場萌えは工場に対する個人の好みの集合体であり、景観異化は工

場景観から美を見出す手法という意味合いが強いが、「工場萌え」の

評価内容を分析した結果「景観異化」によって説明することのできる

ものが多く、両者の共通性は高かった。

富山県の工場景観における検討

富山県の近代産業は、江戸時代の売薬による資本形成の影響や豊富

な水力発電事業により、近代初期から鉄鋼・化学・紙パルプなどの工

場が建設され工業地帯を形成した。高度経済成長期にはアルミニウム

を含む非鉄金属が伸び、その後、高度加工型の軸受け・工作機械・抵

抗器・オートバイ・医薬品などが好況となった。現在では富山県の製

造品出荷額の上位5産業は化学、非鉄金属、金属製品、生産用機械と

なっている。

実地調査を行うにあたり、化学、非鉄金属、金属加工、電子部品、

はん用機械、プラスチック加工、鉄鋼、パルプ・紙、の各産業の工場

を抽出した。

実地調査の結果から、タンクやパイプなどの装置が外から見える工

場は「異化手法」や「工場萌え」の項目が多くなる。業種別にみる

と、化学や紙・パルプなど近代初期から操業していた業種は異化手法

や工場萌えの項目が多くなる傾向がみられた。一方で、電子部品など

最先端技術産業では、生産設備が上屋の中に収められてしまうことに

より、異化手法や工場萌えの項目が少なくなる傾向が見られた。

大都市圏に比べれば大規模な工場地帯を有していない富山県にも、

「景観異化」や「工場萌え」の要素が豊富に見られた。本論での分析

のように「異化」や「萌え」の要素が強い工場をピックアップするこ

とで、工場景観鑑賞を観光資源として活用できる可能性が様々な地域

にあるだろう。

本論で対象とした工場景観はすべて昼景であったため、夜景につい

ては検証を行わなかった。工場景観は夜景にも重要な魅力が含まれて

いるが、夜景の評価については今後の課題としたい。
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 図 1.　工場萌えの評価内容
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富山を題材とした絵画作品からみる気象景観

山崎 亜依
文化マネジメントコース

はじめに‐雨・曇り・雪・霧の気象の視点から‐

身の回りの風景には常に「気象」が存在している。富山県は日本列

島の日本海側に位置し、世界的にみても湿潤な日本の気候の中でもさ

らに多湿である。気象庁のデータから東京地点と富山地点との比較を

行うと、富山県は降水量と相対湿度が年間通して変動も少なく高いレ

ベルにある。夏季の気温は同じ程度であるが、冬季には差が開いてい

る。しかも多湿な気候に加えて豪雪地帯も抱えている。このような気

候条件のもとでは、雪、雨や曇り、そして非常に細かな水の粒である

霧などが一般的な気象現象となる。従って、これら、雨・曇り・雪・

霧の4つの気象を富山の地域性をあらわす気象だと考えた。

一般的に景観の分析は、空が晴れている状況を前提とし、あるいは

気象条件を含まずに分析することが多い。しかし、雪景など気象と関

わった景観が評価されている例も存在する。通常の景観鑑賞では悪条

件として捉えられることの多い、雨・曇り・雪・霧の気象も扱い方に

よれば、鑑賞者の心を惹かせる方向に発揮できるのではないかと考え

る。そして、富山県で身近な気象の視点で景観を考察することで、富

山県の新たな地域性の発見につなげることを本研究の目的とした。

研究対象と分析方法

本論において以上の4気象が現れた景観を「気象景観」と呼ぶこと

にした。今回の研究対象は地域を題材とした景観が描かれた絵画作品

である。中でも気象景観が描かれた作品を主に分析を行った。本論で

絵画作品を選んだのは、気象が扱われている景色を視覚的に調べられ

ることに加え、現実の自然だけでなく作者の意図も絵に反映されるか

らである。調査対象とした画集は、富山を題材にしたものとして、富

山県立近代美術館編 『富山を描く―100人100景』（1）、②富山県

近代美術館編『ふるさとの美　富山を描く120景』（2）、③西田亨子

編『私の風景画』（3）、④西田亨子編『私の風景画Ⅱ』（4）、⑤小山

正隆・下平正樹編『風景画全集美しい日本5信州／北陸／飛騨』（5）、

⑥砺波市美術館企画展『第11回至高の精神　広田郁世「在る日の風

景」展』刊行パンフレット（6）、の６点である。比較対象として東

京を題材とする、⑦岩崎吉一編『風景画全集美しい日本3東京』（7）

を対象とした。

分析方法としては、景観の地域らしさを感じさせる対象物とそれを

取り巻く気象との関係を調べた。作品の画面構成を「近景」「遠景」

「背景」の3部に分け、各部ごとに描かれた対象物と気象を特定した。

「背景」は画面構成上1番奥になる対象物のない部分で、主に空を指

す。対象物は、「水面」「山岳」「平地」「人工物」「植物」「人」「動物」

「その他」に大区分した。さらに、富山を題材とした絵画作品を基準

に「水面」は「河」「海」「その他」、「山岳」は「立山連峰・剣岳」「他

山岳」、「平地」は「農地」「市街地」「空地」、「人工物」は「道」「橋」「建

造物」、「植物」は「樹木」「草花」、「人」は「人だかり」「人物」の小

区分に細分化した。「背景」の雲の具合を、「晴れ」と一面に曇ってい

る「曇り」、一部分だけ青空などが見える「薄曇り」、一定の以上の暗

さの曇りを「鉛空」と分類した。

風景画に描かれた気象景観の分析

収集された富山を題材とした作品は、気象景観が描かれていないも

のを含めて120点であった。そのうち気象景観が描かれた69点を対

象とした。

近景で多く扱われた対象物は「水面」「平地」「人工物」の3つに集

中した。「水面」はそのうち6割強が「河」であった。「水面」の近景

は6%が降雪、35%が積雪だけの状態であった。その際の背景の気

象は晴れ12％に対し雲がかかった気象は76％あった。「平地」は7

割程が「農地」で次が「空地」である。近景の気象表現の割合は積雪

のみと気象表現なしとで、ほぼ半分ずつに分かれる結果となった。そ

の際の背景は、晴れが最も多く、曇り・鉛空が2番目であった。近景

と背景とでの気象の組合せを見ると、気象表現なしで背景が晴れは1

組にとどまっていた。一方で、近景が平地の積雪の場合、背景部分は

雲がかかっている場合が多かった。「人工物」の中では小区分「建造物」

を描いたものが多く、その際の近景の気象表現は積雪43％、気象表

現なし57％であった。背景は晴れが36％と最も多く、次に曇りが

22％であった。

遠景にて多く扱われた対象物は「山岳」「人工物」「水面」の順で

あった。「山岳」のうち56％で「立山連峰・剣岳」が題材にされて

いた。遠景の山岳とともに描かれた気象は83％が積雪、霧が15％、

雪が2％であった。山岳の場合は、霧の表現が現れることがひとつの

特徴である。一方で背景の気象は晴れが42％、薄曇りが22％とな

り、暗い空の描写は少なかった。山の雪と空の青の対比が好まれて

いると考えられる。遠景が「人工物」の場合の気象は、気象表現な

し46％、積雪36％、残りは不明と気象表現のあるものは多くない。

しかし、背景の気象は曇りが28％で1位であり、晴れの割合は3位

にとどまっていて、背景で気象景観を扱いやすいと考えられる。「水

面」は近景とは異なり「海」が題材となったものが過半数であった。

遠景の水面とともに描かれる気象は、積雪のみ、降雪、霧が各14％で、

最も多かったのは気象表現なしであった。そして背景の気象では晴れ

のものがなく、曇りが57％を占めていた。遠景に「水面」が広がる

主に日本海の気象景観は背景に低気圧的な地域性のある気象が扱われ

やすいことがわかる。

作品に描かれた主な主対象について、気象との関係を調べた。16

点の作品がある「立山連峰・剣岳」は遠景に描かれることがほとんど

で、遠景に描かれた気象の割合は積雪が94％と圧倒的である。しか

し近景は気象表現なしが72％、背景は50％が晴れである（図）。春

でも雪を冠る立山はその存在だけで気象景観の要素となる、非常にシ

ンボル性が高い景観である。つまり、事物としての地域性と気象から

の地域性が両立する存在である。10点の作品がある「水面」が主体

の作品は立山とは傾向が異なっており、近景、遠景、背景いずれも地

域性のある曇りや雪の気象表現が多く、背景の気象に至っては晴れの

描写がない。背景の空が広くとれる水辺の景観には、富山らしい空の

描写が多く使われている。

雪には対比と白色統合の景観効果がある。「白色統合」は雪が事物

を一面白くすること、「対比」は雪の白さが他の事物の色味と対照的

なコントラストを成すことで対象が無彩か有彩かでさらに分かれる

⑼。雪を扱った作品を分析すると、白色統合部分の周りは有彩色の事

物が多く配置されている。つまり、富山の雪は有彩色対比の扱い方が

無彩よりも優位である。雨を扱う作品は2点のみであるが、近景側に

気象表現がなく遠方の事物（主に山）を雨煙でぼかすという扱い方が

用いられる。霧には色とディティールを隠す効果がある。富山の霧を

扱う作品は、霧を部分的に使うか画面のフレームのように扱うかで表

現が分かれる。霧の作品に近景、遠景、背景が揃ったものはなく、山

中の風景をフレームで切り取ったような構図をとる。

画集（1）～（4）からは作者のコメントが得られた。描かれた気

象との出会いは偶然的な発見による傾向があり、一方で画題とする場

所はあらかじめ富山の地域らしさを想定していた場合が多かった。富

山らしさを求めて訪れた場所で気象景観と出会うことで、より地域性

を感じさせる描写が生み出されていると言える。

富山と東京を比較すると、気象景観が描かれた作品の割合は富山で

約57％、東京で約33％であった。東京の気象景観はその内7割程

が灰色の空である。対象物はほとんどが「人工物」や「市街地」であり、

街や人工物の無機質さと空の灰色が組み合わされやすいと考える。

図 主対象が「立山連峰・剣岳」である作品の背景部の気象割合（分析結果の一例）
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地域鉄道の魅力づくりに向けた地域社会との関わり
―富山県内4つの鉄道をもとに―

稲見 まゆか
文化マネジメントコース

はじめに　

本論文では、主に地方で運行され、地域に根差した鉄道路線に注目

した。地域鉄道は人口減少やモータリゼーションの進展を受けて、経

営悪化により廃止される路線が相次いだ。しかし、高齢者の移動手段

の確保や環境問題等の課題によって、地域鉄道の社会的意義は見直さ

れるようになってきている。第一に地域交通サービスの提供が重要で

はあるが、第二に地域の活性化に資する可能性にも着目されるように

なったのである。

本研究では、富山県内を走る地域鉄道の特徴を把握し、地域社会と

の関係の中で地域の魅力、鉄道の魅力がどのように創出されているか

を明らかにすることを目的とした。具体的にその意義を示すため、高

岡市内を走る万葉線を事例に、事業者や支援組織などの関係者へのヒ

アリング調査や実地調査をふまえ、過去、現在の動向を考察した。ま

た、他県の地域鉄道の取り組みとも比較しながら、今後に向けた可能

性についても論じた。

富山県内の4つの地域鉄道

国土交通省が、全国91の地域鉄道事業者を経営環境や経営状況に

基づいて類型化した結果をもとに富山地方鉄道、富山ライトレール、

黒部峡谷鉄道、万葉線の4つの地域鉄道の位置付けを確認した。

富山地方鉄道は県内で最も多くの路線を持ち、環状線はオフィスビ

ルや百貨店等がある中心市街地を走っていることから、買い物や通

勤・通学での利用者が多いということが特徴であり、生活路線グルー

プに位置付けられている。富山ライトレールは、通勤・通学・私用で

の日常生活での利用はもちろん、終点岩瀬浜の観光資源化の影響によ

り観光客の足としての利用もあることから、生活・観光路線、安定経

営グループに位置付けられる。現在、富山駅を介して富山地方鉄道と

富山ライトレールの南北接続事業が進められている。富山市が掲げる

「コンパクトシティ構想」の一部として、両鉄道の路面電車を活用す

る施策は重要な位置づけにあり、地域社会の中での鉄道の在り方が明

確化されている。黒部峡谷鉄道は、県内で唯一観光に特化した路線で

あり、観光路線、安定経営グループに位置付けられる。春から秋にか

けてのシーズンは、アジア圏からの観光客も多い。自然資源の中にあ

る観光列車であるため、天候やメディアへの露出度などによって、観

光客の増減は左右されやすい。万葉線は、富山ライトレールと同じ

く生活・観光路線として位置付けられている。しかし、県内4つの鉄

道の中では経営安定性が低く、過去には利用者減少により経営が悪化

し、市民、行政、地域社会全体を巻き込む存続問題が生じた。一度再

生した地域鉄道として、なぜ再生したかという部分が着目されてきた

が、そこには万葉線を支え、利活用を考える沿線住民の活動があった。

「万葉線」の事例

万葉線の存続から15年を経て、万葉線を支えてきた地域の各種団

体の連携や課題について現状把握を行った。万葉線が第3セクターと

して再出発したのは、平成14年4月である。利用者は、開業以降増

加し、平成26年度の125万人は過去最高であった。だが、ここ数年

は定期利用者の減少もあり、減少傾向である。平成27年の北陸新幹

線の開業では、高岡市にも新駅が設置されたことにより、県外、海外

からの利用者が増えると予想を立てていたが、開業による効果はあま

り出ていないのが現状である。事業者は、最終列車の増便やダイヤ改

正、電停のバリアフリー化など輸送面での努力だけでなく、各種イベ

ント列車や企画切符、ツアーの開催など楽しめる企画も実施している。

万葉線が存続した背景には、利用者促進や鉄道の活用を考え、支

援する団体の存在があった。「万葉線対策協議会」は昭和55年に高

岡、射水両市及び市議会、商工会、自治会などによって設立され、路

線存続に向けた活動を行ってきた。「万葉線を愛する会」は、万葉線

対策協議会をサポートする組織として、市内の個人・法人によって構

成されている。高岡、射水両市の交通課担当者が事務局となり、事業

者とともに利用者状況や開催する企画内容についての話し合いが月に

一度行われている。どちらの団体も企画運営等は市が中心に担ってい

るが、市民の意見や提案を直接反映する団体とはなっていないのが現

状である。もうひとつの市民団体である「路面電車と都市の未来を考

える会・高岡（通称、RACDA高岡）」は、路面電車を活用したまち

づくりを目的として設立された。中心メンバーは25人程で、ほとん

どが会員の人づてで入会している。月に2回の定例会では、それぞれ

が持ち寄った議題について議論するほか、行事前になるとその内容に

ついての意見交換がされている。毎回同じ内容で進められるのではな

く、一人一人が意見をもち、共有する場となっている。自由に議論で

きる場があることで、他の団体や事業者にも提案をしていく起動力と

なっている。協議会と愛する会は、地元客に向けた取り組みがほとん

どであるのに対し、RACDA高岡は全国への視察やサミット、シンポ

ジウムへの参加等、市外との交流も多い。

このように、万葉線を巡っては異なる性格をもつ支援団体が存在し

ている。これらの団体による企画も含め、万葉線の利用促進のために

行われている取り組みとその企画主体を図2に示した。事業者へのヒ

アリングでは、イベントの内容については自治会などから一部意見を

もらうこともあるといい、企画に対して、比較的自由な発想で提案さ

れ、柔軟な対応がなされていると言える。万葉線の場合、鉄道の魅力

も、地域の魅力も引き出し得る支援者、組織は存在しているが、現在

はその思いや熱意は一部の人々の間で留まり、その他の人々へと波及

していない部分があると考えられる。

考察

全国を見ると、沿線住民が事業者と議論をし、鉄道の活用を具体的

に考え、実践している事例が存在する。茨城県のひたちなか海浜鉄道

は、事業者の地道な経営努力と応援団によって支えられている事例で

あり、一般市民と事業者が議論や情報交換する場が設けられ、日常的

な利用者の利便性をしっかり改善してきた。福井県のえちぜん鉄道

は、市民の声を取り入れ、創意工夫された事業やイベント企画によっ

て利用者が増加していた。岐阜県の長良川鉄道は、県内4つのローカ

ル線の連携により、積極的な情報交換を行なって共同企画なども実施

し、県を挙げて地域全体で鉄道を支援している。

このように市民や自治体行政がより主体性を持って地域鉄道の支援

や沿線の魅力づくりを行なっている例も多い。行政側からの支援は利

用促進に向けた企画やその補助だけでなく、市民が求める鉄道の需要

を掘り起こすことが重要である。万葉線においても市の交通課担当者

が事業者とともに経営状況やその利活用について議論する場が設けら

れていることは評価できる。だが、これからは万葉線を地域の中でど

う位置づけるかを具体的に沿線住民や利用者に提示し、地域の活性化

や交通弱者福祉の増進、公共交通以外に与える効果等も視野に入れて

考えていく必要があるだろう。他県の事例をそのまま適用することは

できないが、市民が意見を言える場を、自治会や婦人会、観光協会の

中など小規模なところから始め、自由に発することができることでよ

りよい活用方法を見出していけるのではないだろうか。さらに地元の

公共交通の在り方について活発に意見交換し、提案する場があれば、

市民同士の交流になり、それは鉄道だけではなく、地域社会全体を考

えていくことにもつながる。事業者と行政、そして市民の求める地域

鉄道の方向性が一致し、地域社会のもつ潜在力を引き出すことができ

れば、クルマ社会と共存し、魅力ある鉄道であり続けられると考える。

廃止か、存続か、という問題が起きたときだけでなく、市民が乗りた

いと思う鉄道の在り方を模索し続けなければならない。

図2．万葉線で実施されている取り組み
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コミュニティビジネスにおけるクラウドファンディングの可能性
―内と外を繋げる場としての役割―

梅基 里佳
文化マネジメントコース

研究の背景、および仮説と目的　

『第二次国土形成計画(以下、国土形成計画)』(2015)によれば、

日本の総人口は2008年をピークに減少を続け、地方では生活サービ

ス機能が著しく低下し、現在の生活水準の維持が困難となる可能性が

高くなる。また、若者の流出や高齢化などによるコミュニティ構成員

の高齢化と減少による、地域コミュニティの弱体化が課題となってい

る。国土形成計画では「対流促進型国土」を基本構想としている。地

域住民が主体となり、集落生活圏の将来像の合意形成を行うことが求

められ、生活サービスの不足している部分については、住民主体のコ

ミュニティビジネスで解決することが望ましいとしている。さらに、

そうした活動を続けるための資金調達の仕組みを整備する必要がある

とし、その一つの手法としてクラウドファンディングの活用を提案し

ている。

クラウドファンディングとは、法人や個人の新規事業に対し、イン

ターネット等を活用した専用のプラットフォームを使用して不特定多

数の出資者が集まって資金提供を行う仕組みである。本論文では、モ

ノやサービスを生み出す際にクラウドファンディングを用いること

が、地域の外の人間が地域と関わるきっかけとなり、地域の内と外の

交流が生まれるのではないかと考え、コミュニティビジネスにおいて

使われるクラウドファンディングは地域の内と外を繋げる場となる、

という仮説を設定した。一般的なビジネスとは違う住民主体、地域資

源中心のコミュニティビジネスにおいて、クラウドファンディングを

使用しているからこそ起こる新しいつながりの実態を明らかにするこ

とを目的とする。また、内と外を繋げる場として見たときのクラウド

ファンディングの課題と発展性についても考察を行う。

研究対象

本論文では地域・地方に特化したクラウドファンディングサイト

「地域×クラウドファンディングFAAVO(以下、FAAVO)」を調査対

象として取り上げた。運営者は株式会社サーチフィールド（本社東

京）であり、地域の誰もが気軽にクラウドファンディングに挑戦でき、

誰もが気軽に全国の地域とのつながりを作っていくためのプラット

フォームを目指して活動している。FAAVOは購入型のクラウドファ

ンディングサイトであり、その多くがAll or Nothing方式（定めた期

間内に目標金額に達しない場合、プロジェクトが成立しない）で設定

されたプロジェクトである。FAAVOのホームページトップに掲載さ

れている情報によると2017年11月時点で、これまでに全75エリ

ア、1402件のプロジェクトが起案されてきている。

FAAVOの特徴の一つに、起案者への支援制度としてのエリアオー

ナー制度がある＜図１＞。エリアオーナーはFAAVOの現地運営パート

ナーのことであり、エリア限定でFAAVOの名義とシステムの権限を

持ち、FAAVOの一員となってプロジェクトの様々なサポートを行う。

本論文では、運営会社の株式会社サーチフィールドに加え、北陸3

県にある計5つのエリアのうち、2017年春まで富山ゴセイのエリア

オーナーを担当していた株式会社地域交流センター企画と、さばえの

エリアオーナーである鯖江市役所財務政策課にヒアリングを行うこと

で、運営主体の現状を明らかにする。また、プロジェクト起案者は富

山ゴセイエリアの1名、石川エリアの2名に対しヒアリングを行った。

結果と考察

プロジェクトを起案する際にFAAVOを使用する決め手となった理

由として、起案者二名がFAAVOの地域に密着する姿勢に共感したこ

とを挙げた。FAAVOのメリットとして共通して挙げられたことは、

エリアオーナー制度が整っていることである。自分の町やプロジェク

トに対して持つ思いを、エリアオーナーとの打ち合わせを通してより

具現化し、うまく文章化することができるという意見が共通していた。

またリターン品の設定やプロジェクトの目標金額設定、効果的な広報

の方法など、エリアオーナーからのサポートは多岐にわたり、起案者

自身満足している様子を伺うことができた。一方、デメリットとして

挙げられたのは手数料の高さである。エリアオーナーという中間支援

団体を挟むため、他のサイトよりも高い手数料が徴収されることにな

る。手数料が高い分、エリアオーナーに対する期待は高くなるといえ

る。富山ゴセイのエリアオーナーを務めていた明石氏は、エリアオー

ナーの業務に対して利益性はないといい、鯖江市も起案者から手数料

を徴収していないことから、それぞれの企業や団体がエリアオーナー

となる動機には、地域貢献の意味合いが大きいと考えられる。

支援者の割合の多くは起案者の知り合いが占めており、これまでに

関わりのなかった人からの支援はあまり多くはなかった。ただし、ク

ラウドファンディングに内と外を繋げる力がないのかといえばそうで

はない。繋がりを、自治体の内か外かにとらわれず、交友関係の視点

で見ると新しい繋がりは確実に生まれている。プロジェクトを始める

前の起案者は、そこの地域住民に対し、日常の交友関係の視点から見

ると外の人間である。起案するにあたり、エリアオーナーのサポート

によって自分の思いが整理されていると、身近な人だけでなく、これ

まで関わりのなかった地域住民に対しても、町への思いやプロジェク

トについてうまく伝えることが可能になり、支援の有無に関わらず応

援してもらえるようになる。また、クラウドファンディングの記事が

SNSでシェアされることで新しい関係性や、新たな事業につながる

チャンスとなり得る。これらのことより、クラウドファンディングは

地域の内と外を直結する力は無くとも、身近な交友関係からつながり

を広めていく力があるといえる。

起案者やエリアオーナー達の努力は着実にプロジェクトを成功さ

せ、クラウドファンディングを通して、これまでに多くのモノやサー

ビスが新たに生み出されてきた。これらのプロジェクトは地域の経済

循環に繋がり、旅行客や地域住民が行き交う場所づくりとして成り

立っている。このことは、クラウドファンディングがコミュニティビ

ジネスの後押しをする仕組みとして有効であることを示している。プ

ロジェクト期間やプロジェクト成立後も続いて、地域住民やその他事

業者と関わる機会が増えることで、現在各地で危惧されているコミュ

ニティの崩壊や弱体化の歯止めとなる可能性も十分にあるといえるだ

ろう。現在のクラウドファンディングはこのように、地域の内側の繋

がりを強くする仕組みとしては十分に力を持っている。そこで満足す

るのではなく、さらにその外側との繋がりに目を向けることが重要で

ある。「対流促進型国土」を目標像としたとき、クラウドファンディ

ングの不特定多数からの支援を集める仕組みは、地域の内と外を繋

げ、まさに対流を促す力を持っているに違いない。

コミュニティビジネスにおけるクラウドファンディングは地域の内

と外を繋げる場となるという仮説に対し、現在、地理的な範囲として

はその効果は狭い範囲にとどまっているという結果となった。しかし、

起案者を取り囲む交友範囲の観点から見れば、交友範囲の内側から外

側へ着実な広がりを作り出す効果があり、内と外の関係性は新たに生

まれているといえる。今後、外との繋がりをより意識することで、地

域の内と外を繋げる場としての役割を担うツールとして発展性がある

といえる。融資や補助金から始める一般的ビジネスとは違い、近隣住

民のほか、エリアオーナーや支援者といったクラウドファンディング

特有の関係性が新たに生まれることにより対流の促進につながると考

えられる。FAAVOに限らず、まちづくりのクラウドファンディング

への出資には地域貢献の気持ちが根底にあり、地域のためにプロジェ

クトを考案するのが本来のあり方だろう。FAAVOの現状は、プロジェ

クトを起案している“人”を応援して投資する仕掛けになっていると

考えられる。地域への思いを糸口としたプロジェクトとしてより支援

者に伝わりやすいよう、他サイトと構成上の差別化を行うなど、新た

な仕掛けづくりを考えることで、個人ではなく地域に支援をしたいと

いう層との繋がりが新たに生まれると考えられる。現在の地域特化型

のクラウドファンディングは、資金調達の面では成功しているといえ

るが、地域活性化の視点からすると発展の余地があるといえる。

［主要参考文献、引用文献、URL］
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Umemoto, Rika  Possibility of Crowdfunding in Community Business

図1　 エリアオーナー制度の仕組み
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スターバックスは観光資源となり得るか
―富山環水公園店を例に―

福村 清香
文化マネジメントコース

Geibun Prize 2018 受賞

はじめに　

富山駅北側エリアの開発事業の一環として建設された富山県富岩運

河環水公園は、富山を代表する都市公園である。また環水公園内に

あるスターバックス富山環水公園店は「世界一美しいスターバック

ス」と評されたことで、地元の人だけでなく多くの観光客が訪れるよ

うになった。これは世界中でチェーン展開するスターバックスが富山

の特色ある観光資源となり、富山県の観光事業に影響を与えていると

考えられる。そこで本論文ではスターバックスと富岩運河環水公園と

の関係に着目する。そして、スターバックスはなぜ人を集める力があ

るのか、またコンセプトストアが富山に誕生した経緯を明らかにし、

チェーン店であるスターバックスが富山の観光資源となり得るのか考

察していく。

観光資源と観光施設

溝尾は観光資源を『ヒトを旅行に駆り立てる対象』と表現し、観光

施設は観光資源を観光の対象として機能させる役割を担う施設やサー

ビスを指すと述べている（1）。一般的な公園と公園内にある飲食施

設の場合は、公園が観光資源、飲食施設が観光施設となる。しかし公

園自体がもつ誘引力は通常、観光資源と比べて弱いため観光対象とし

ては機能しにくいのが普通である。

新しい公園のカタチ

都市公園は元々緑地保全と確保が目的であり、観光のために造られ

たものではなかった。しかし近年公園をまちづくりの一環として整備

し、魅力あふれる都市創造のために活用する動きが高まっている。そ

のため、これまでただの緑地スペースだった公園では各種イベントを

開催する等、街の賑わいの拠点となるべく新たな方向へ力を入れてい

る。公園が持つ多機能性を都市・地域・市民のために引き出し、都市

の新しい魅力創出のきっかけになる社会資本へと生まれ変わらせてい

くことが求められている。

賑わいの拠点となる環水公園

富山市の中心部を流れていた神通川の氾濫は、長年住民たちに甚大

な被害を与えていた。そこで1890年代から河川の改修事業が開始さ

れ、市街地を蛇行していた川筋をほぼ直線で富山湾に流す工事を実施

した結果、氾濫は治まり、洪水の被害は大幅に減少した。しかし旧河

川跡が廃川地となり、都市計画に悪影響を与えていたため、運河を開

削し、その土砂で旧河川跡を埋め立て新市街地として整備することが

決まった。運河が完成したことで駅北地区の工業化は進んだが、戦後

の高度成長期から運河利用は衰退し、大量のごみや水質汚染が問題視

されるようになった。そこで富山駅北地区の再開発事業が計画され、

運河周辺の土地を活用し、富山の自然と都市が共存する親水文化公園

を目指して環水公園が整備されることとなった。2006年に発足した

「環水公園等賑わいづくり会議」には、商工会議所や地元住民等が参

加し、公園の魅力を積極的にＰＲ、多様なイベントを開催することで

賑わいの拠点となる公園づくりを目指すとともに、民間活力を取り入

れ飲食施設などによって賑わいを創り出す提案もされた。

地域に寄り添うスターバックス

スターバックスに多くの人が集まる理由の1つとして高いブランド

力が挙げられる。スターバックス元CEOであるハワード・シュルツ

はブランドを築くための一番の要因は、魅力的な製品を持つことだと

述べている（2）。スターバックスの目的は、上質なコーヒーを提供

するだけではなく、人々に喜びを提供することだ。そのためスター

バックスの情熱や思いを顧客に伝えるパートナー（従業員）の育成、

「スターバックス体験」と呼ばれる店で過ごす体験の向上に力を入れ

ブランド力の維持と強化に努めた。1995年初の海外進出としてス

ターバックスコーヒージャパン株式会社が設立され、国内の店舗数は

現在1000店舗を超え日本の第2次コーヒーブームを牽引している。

各ストアは地域住民や来店者にとっての「サードプレイス」になるこ

とを目指している。サードプレイスとは「とびきり居心地よい場所」

（3）と表現され、自宅や職場、学校以外の場所を指す。スターバッ

クスは、サードプレイスを意識した店舗づくりを展開することで、多

くの人の憩いの場として認知されるようになった。

公園内の憩いの場　スターバックス富山環水公園店

スターバックス富山環水公園店は全国に現在14店舗しか存在しな

いコンセプトストアのひとつである。コンセプトストアとは「いつも

のお店とすこし違うスターバックス体験」ができる特別なストアを指

す。環水公園店は公園に広がる芝生と豊かな水辺空間を活かした店舗

デザインが特徴的で、2008年スターバックスの社内コンクールにお

いてストアデザイン賞最優秀賞を受賞した。これは口コミやSNSで

広まり「世界一美しいスターバックス」と称され日本中、世界中から

多くの観光客が訪れるようになった。このような観光客が旅行の目的

として来店するストアを社内では“Destination Store”と呼んでいる。

全国のコンセプトストアと比較して、その特異性をみてみたい(表1)。

図1は分類されたグループの誘引力の関係性を図式化したものだ。

円の大きさはそれぞれの誘引力の大きさを表し、大きい方がより強い

誘引力を持っている。Ａは、島根県にある出雲大社のような大きな誘

引力を持つ観光資源と関連付けたデザインを店舗に取り入れること

で、ストア自身の誘引力を高めている。つまり『観光地付随型』のコ

ンセプトストアと分類できる。またＢは、付随する観光資源の中に入

り一体化していることが特徴である。兵庫県にある神戸北野異人館は

登録有形文化財に指定されており、その中にスターバックスが出店し

ている。これは『観光地融合型』のストアであり、スターバックスと

観光資源が共に1つの大きな誘引力を生んでいる。Ｃは、人が多く対

流する都会で社会の最先端な関心事をテーマとしている『都市一体

型』コンセプトストアである。まだ世間では注目を集めていない価値

観に目を向け、関心をもたせるきっかけを与えている。しかし富山環

水公園店はこれら3つのグループのどこにも該当しない。このストア

は「世界一美しいスターバックス」という評判とスターバックス全体

が持つブランド力により誘引力を高め、結果環水公園が付随する形で

誘引力と知名度が高まった。よって『観光地牽引型』であるといえる。

総括

スターバックスが人を集め愛されている理由は確立されたブランド

力にある。そのブランド力は主に上質なコーヒーと、人との交流を楽

しめるスターバックス体験、そしてサードプレイスを意識した空間で

構成されている。また現在全国に14店舗しか存在しないコンセプト

ストアは、その場所でしか機能できない目的を持っている。富山環水

公園店が、コンセプトストアとして出店された明確な意図は公表され

ていない。しかし環水公園は、まちづくりの一環として活用するため

にスターバックスという民間事業を取り入れたことで公園の新たな可

能性を見出した。元々富岩運河環水公園は観光資源としての役割を担

い、環水公園が観光地としてより魅力を発揮できるよう、飲食サービ

スを提供する施設としてスターバックスが出店した。しかし、スター

バックスのブランド力と「世界一美しいスターバックス」という特別

さが、環水公園自体の誘引力を上回る形で人を惹きつけることとなっ

た。つまりスターバックス富山環水公園店はチェーン店でありながら

富山の観光資源となり得ている。ただこの先もストア自体が観光資源

であり続ける保証はない。駅北地区では富山県美術館の開館等、新た

な観光資源が誕生し一層賑わいの拠点化が進んでいる。それによって

親水文化が発展すれば、地区全体が持つ観光資源としての誘引力が高

まり、スターバックスの誘引力を上回る可能性もあるだろう。しかし

このストアがこれからも地域の人たちの憩いの場となり、公園の賑わ

いを創出し支えていく、環水公園とスターバックス、地域住民3者の

良好な関係を保ち続けることが極めて重要である。

［主要参考文献、引用文献、URL］
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Fukumura, Sayaka  Is Starbucks coffee regarded a tourism resource ？

表1　 分類されたコンセプトストア

図1　 4 グループの誘引力の関係性
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旧利賀村移住者のライフコース分析にみる農村移住の課題

川岸 真琴
文化マネジメントコース

研究の背景と目的

近年、都市部から農山村への移住希望者が増加している1）2）。し

かし、移住希望者が増加している一方で、移住後の生活に対して移住

前のイメージとのギャップを感じる移住者も多くいることが分かって

いる3）。農山村への移住を希望する人が増加しても、移住先で移住

前のイメージとのギャップを感じて定住を諦める人がいるのでは、新

しい移住者とともに地域を維持していく必要のある地域にとっては損

失になる。また、そうした移住と定住のプロセスの視点から現在の農

村への移住政策を見た時に、何かしらの政策的な課題があるのではな

いかと考えた。そこで本研究では、農山村へ実際に移住した人々の動

向の分析を通して、移住政策の課題について検討することとした。

ライフコース分析について

本研究では農山村への実際の移住者を対象としてライフコース分析

を行う。エルダー4）によるとライフコースとは「年齢によって区分

された生涯期間を通じてのいくつかの軌跡、すなわち、人生上の出来

事についての動機、移行期間、間隔、および順序に見られる社会的な

パターン」である。また、大久保5）によると「個人の生涯にわたる

生活構造の変動過程こそがライフコースにほかならない」。これを踏

まえて本研究では、移住者のこれまでの、そしてこれからの生活の変

動を追う。

農山村においてライフコース分析をした先行研究には佐藤真弓の

「農山村における地域資源利用の多様化と地域社会―担い手としての

「UIターン者」の登場と背景―」（2015年）6）がある。農山村の新

たな経済活動の担い手としての「UIターン者」の動きや現状を明ら

かにするため、長野県飯山市太田地区において民宿を経営している1

代目から3代目の各世代の年齢や学卒時の状況、民宿経営の特徴など

のライフコースの特徴や役割分担を男女別に割り出している。

利賀村について

本研究では富山県南砺市、旧利賀村地域への移住者を対象として分

析を行った。利賀村は富山県の南西部に位置しており、2004年11

月に周辺の福野町、福光町、井波町、城端町、平村、上平村、井口村

と合併し南砺市となった。1990年には人口1137人だったが2015

年には人口537人となり、高齢化率が40％を超える人口減少・高齢

化の進む地域である。また、周囲を山々に囲まれており冬には積雪が

1メートルを越える。主にそば祭りと演劇によって村おこしをしてい

る。

利賀村では江戸時代以前からそばの生産が盛んだった。次第に各々

そばを持ち寄り「そば会」が催されるようになり、1972年には村内

外の縁故者が中心となり「豆谷そば祭り」が開催された。1982年か

らは「利賀そば祭り」と名称を変えて村の招待客を招くようになった。

1986年からは一般客にも開放され、村の予想を超える多くの来場客

が訪れた。

そば祭りと並んで村おこしの中心となっているのが演劇である。

1976年に現在の劇団ＳＣＯＴの代表であり、劇団早稲田小劇場の主

宰であった鈴木忠志氏が利賀の合掌家屋を改装して「早稲田小劇場利

賀山房」と名付けたことが、利賀に演劇が根付くきっかけとなった。

当初は5年間の契約だったが、村の強い要望によりその後も公演が存

続され、毎年多くの観客が村を訪れている。

南砺市、利賀村の移住政策

南砺市では減少し続ける人口に歯止めをかけるため、2014年から

定住対策に重点を置いた「南砺で暮らしません課」を設置している。

移住希望者に対し、移住に向けた様々な支障を解消するため、移住や

定住をサポートしている国や県、市の施策を「1、知る・伝える」「2、

体験する・受け入れる」「3、移住・定住へ」の3つのパッケージに

まとめサポートしている。

「1、知る・伝える」では、富山県地域振興課の移住希望者向けの

情報発信事業である「くらしたい国、富山」を利用して、「とやま暮

らしセミナー in東京」などで南砺市のＰＲをしている。

「2、体験する・受け入れる」では、移住準備事業として体験ツアー

を開催している。2015年に開催した計4回の体験ツアーでは合計

38組が参加している。また、より深く南砺市での生活を体験するこ

とができるよう市内3か所に体験ハウスを設置している。これらの

マッチングサポートによって移住希望者はより自然に地域に融け込む

足がかりを得ることができている。

「3、移住・定住へ」では、定住サポート事業として引越サポート、

家賃補助、定住補助を行っている。

利賀村では昭和40年代には過疎化が深刻となったため、1967年

に離村対策協議会を設置し、入村者に向けた様々な条例を制定した。

これらの活動は1980年に設置された利賀村過疎対策協議会に受け

継がれた。また、1992年に開催した世界そば博覧会では全国から多

くのボランティアが集まった。その中に利賀村での生活に魅力を感

じ、雇用と居住の基盤があれば、村に留まり定住したいと希望する者

が多くいたため、1993年に青年山村協力隊推進委員会を設置した。

Kawagishi, Makoto  Problems of migration into rural areas by life-course analysis on in-migrants at Toga Village, Nanto City
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移住者のライフコース分析

8組（Ａさん～Ｈさん）の移住者に対してヒアリングを行い、移住

のきっかけや定住できた要因、移住後に感じたギャップ、再移住の可

能性などについて、移住した時期、移住時の年齢、家族構成、現在の

年齢との関係を検討した。

農村への移住を決めた要因は、大きく「都市生活への嫌気」「利賀

の自然環境の魅力」「自分の生き方を変える」「趣味のため」の4タイ

プに分類できた。2組は「都市生活への嫌気」を移住を決めた要因と

して挙げており、都市部で仕事に就いてしばらく経った頃に動機とし

て現れていた。5組は「自然環境」を挙げている。この要因はＡさん、

Ｄさんは子供が病気になったことをきっかけに、Ｂさん、Ｃさん、Ｆ

さんは仕事をしている中で徐々に動機となっていった。「生き方を変

えるため」は3組が挙げ、「趣味」は1組が挙げていた。「自然環境」

という理由は、移住した時期にかかわらず常に主要な移住の要因と

なっている。また、30歳代後半～40歳代での移住者は移住を決断

した要因が多様であった。

移住後の定着要因は「住居」「職業」「周囲のサポート」「生き方」

の4タイプに分類できた。とくに近年の移住者や単身の移住者にとっ

ては、利賀に職業があることが移住後の定着要因として大きな理由と

なっていた。

移住後に感じたギャップは「金銭面」「働き方」「生活（寒さや過ご

し方など）」「交流」の4タイプに分類できた。30歳代後半～40歳

代での移住者は「働き方」が移住後のギャップとして大きかった。家

族ぐるみの移住者にとっては「金銭面」で意外と出費が大きいことが

移住後のギャップとして大きかった。また特にギャップを感じなかっ

たＦさんのような例もあった。

利賀から再び移住する可能性の要因は「子供の教育」「親の介護」

「職業」「体力」の4タイプに分類できた。現在30歳代後半～40歳

代の移住者は「職業」が再移住可能性の要因として大きかった。現在

50歳代前半の移住者は「体力」が再移住可能性の要因として大きかっ

た。

移住政策の課題

「自然環境」は移住した時期にかかわらず常に主要な移住の要因で

あったことから、自然環境を生かした村づくりは、将来に向けても有

効であると考えられる。

南砺市では市内に基盤のない人向けに就職支援や住居への補助をし

ている。しかし利賀村の課題として、移住希望者が気軽に住むことの

できる住居がないということが挙げられたため、移住希望者が自らの

生活スタイルに合わせて選択することのできる住居を整備、確保する

ことが必要である。また、近年の移住者は利賀に職業があったことが

定住の大きな決め手となっている一方で、職業や働き方の変化による

離村の可能性も大きかった。南砺市では農業希望者向けの支援制度が

手厚いが、利賀地域の場合は主要な産業となっている林業・建設業へ

の就職に向けた技術習得支援や費用支援が有効であると考える。

移住後に感じるギャップを解消するために、南砺市では本格的な移

住前に南砺市での生活を体験する体験ツアーや体験ハウスを運営して

いる。それによって実際に移住した後のギャップによる離村はある程

度減少している。しかし村内での役割や金銭面などでギャップが感じ

られる場合もあり、移住後もコミュニティとの関係にはサポートが求

められる。

利賀村から再移住する可能性として、家族で移住する移住者にとっ

て特に大きな要因は、子供の教育環境の変化や、親の介護によるライ

フスタイルの変化である。南砺市では介護に関連して、3世代同居へ

の補助やバリアフリーのための工事費支援などを行っているが、周辺

地域の総合病院などへの交通支援なども考えられる。また、南砺市に

は子育て・教育に対する様々な支援があるが、妊婦や就学前の子供、

小中学生が対象の制度がほとんどである。高校のない利賀では高校進

学を機に子供が利賀を離れることが避けられないが、親が利賀に残り

やすい環境作りや、高校生や大学生を対象に、利賀に戻りやすい環境

作りも求められるだろう。

［主要参考文献、引用文献、URL］
䕵ฺ㈙ᮟྍ⥽⧡ጟဤఌ䠁ฺ㈙ᮟྍ㻖㎾䝿⌟ྍ䠁ฺ㈙ᮟ䠁㻕㻓㻓㻗

㻔䟻㻃හ㛮ᗋ䠁㒌ᕰ䛮㎨ᒜᮟ䛴භ⏍䝿ᑊὮ䛱㛭䛟䜑ୠㄵㄢᰕ䠁㻕㻓㻓㻘

㻕䟻㻃හ㛮ᗋ䠁㎨ᒜᮟ䛱㛭䛟䜑ୠㄵㄢᰕ䠁㻕㻓㻔㻗

㻖䟻㻃ᅗᅰஹ㏳┤䠁ᅗᅰஹ㏳Ⓣ᭡㻕㻓㻔㻘䠁⤊༰ใ䠁㻕㻓㻔㻘

㻗䟻㻃ᒱΰ⨶䚮㟯ኰ䠁⌟ᮇெ䛴䝭䜨䝙䜷䞀䜽䠁ᮇᏕ⾙ᣲ⮾ఌ䠁㻔㻜㻛㻚

㻘䟻㻃ኬಕᏏ䠁䝭䜨䝙䜷䞀䜽ฦᯊ䛴ᇱ♇ᴣᛍ䚮ᩅ⫩♣ఌᏕ◂✪➠㻗㻙㞗䠁᮶Ὂ㤃

ฝ∟♣䠁㻔㻜㻜㻓

㻙䟻㻃ఫ⸠┷ᘢ䠁㎨ᒜᮟ䛱䛐䛗䜑ᆀᇡ㈠″ฺ⏕䛴ኣᵕ䛮ᆀᇡ♣ఌ䇮ᢰ䛊ᡥ䛮䛝䛬

䛴䚸㻸㻬䝃䞀䝷⩽䚹䛴Ⓡሔ䛮⫴ᬊ䇮䠁㎨ᯐỀ⏐ᨳ➿◂✪ᡜ䜿䝣䝎䞀䠁㻕㻓㻔㻘

131

卒業研究・作品



近年の女性向け観光ガイドブックにおける景観写真の使用傾向

髙山 遥
文化マネジメントコース

はじめに

今日、観光は世界的にも重要な産業の1つであり成長産業としての

期待が高い。北陸新幹線の開通や格安航空会社の参入など国内の観光

を取り巻く環境も変化している。観光の際に必要となるのが観光地情

報であるが、その収集方法は様々である。インターネットが普及する

以前は、旅行の情報源は紙媒体のガイドブックやパンフレットが中心

であった。しかし、インターネットの書込情報がガイドブックに次ぐ

存在となっていることから、ガイドブックの存在は中心的なものでは

なくなった。そのような状況の中で発売されヒットした紙媒体の観光

ガイドブックがある。昭文社から2008年に発売された「ことりっぷ」

である。2014年には累計販売数が1,000万部を超え同社の主力商

品である「まっぷる」と並んで二大勢力となった。「ことりっぷ」と

従来の観光ガイドブックの大きな相違点は20～30代の女性をメイ

ンターゲットとしていることである。旅行をより好む傾向があるのは

男性より女性であり、ガイドブックを比較的参考にするのも若い女性

である。このように国内の観光にとって若い女性が重要であることか

ら女性向け観光ガイドブックの特徴に着目した。紙媒体の需要が減る

中、女性向け観光ガイドブックが受け入れられた理由として情報量の

違いやキャッチコピーの使い方、表紙のデザインや版の縮小化が挙げ

られているが、視覚的な情報伝達の多くの部分を占めている景観写真

の使用傾向にも違いがあるのではないかと考えた。そこで、1）景観

写真が従来の観光ガイドブックと差別化を図るため、別の演出が施さ

れている。2）景観写真を通して20～30代女性の視点を通した新し

いパブリックイメージが形成されているという仮説を立て考察するこ

とを本研究の目的とする。

研究方法

分析対象の観光ガイドブックとして、国内ガイドブックの代表的

出版社である昭文社とJTBパブリッシングから、ムックタイプとして

「まっぷる」と「るるぶ」、女性向けタイプとして「ことりっぷ」「コ

コミル」「manimani」「タビハナ」の6冊を選んだ。ムックタイプ2

冊には計1664枚の写真が掲載されており、そのうち金沢市の屋外景

観を撮影している写真353枚を分析対象として抽出した。女性向け

タイプ4冊には計2392枚の写真が掲載されており、552枚を分析

対象として抽出し、合わせて905枚の景観写真を対象とした。分析

項目には1）主景・前景・背景、2）単体建物用途、3）視線方向、4）

時間帯、5）季節性、6）構成原理、7）掲載ページの重要性、8）写

真の大きさ、の8項目を設定した。分析項目の設定にあたっては、日

高圭一郎ら（1998）と神谷文子ら（2000）を参考にした。抽出し

た景観写真1枚毎に8項目の指標に基づいてデータベース化し、集計

結果をもとにムックタイプと女性向けタイプを比較することで、その

特徴を明らかにした。

結果と考察

各項目の分析結果から、両タイプの違いは大きく3つのポイントに

整理できた。

1つ目は「金沢21世紀美術館」を中心としたアート関連の扱いで

ある。21世紀美術館を含む美術館・博物館を対象とし、かつ大きな

写真で掲載されている割合は女性タイプがムックタイプを大きく上

回っていた。また同美術館のアート作品の撮影方法にも違いがみられ

た。ムックタイプでは対象物に対してほぼ水平な状態で撮影されてい

る平行景の構図しか抽出されなかったが、女性向けタイプでは平行景

に加え、作品を上下さまざまな角度から多様な構図で作品を撮影して

いた。観光客が実際に現地へ訪れアート作品を見る際には、同じ場所

から見続けることはなく、周囲を歩くことにより視線が動くであろ

う。女性向けタイプはそれを反映させ、従来のガイドブックと差別

化を図っていることが読み取れる。金沢市観光調査結果報告書によ

ると、実際の観光客の行動傾向をみても21世紀美術館は若い女性に

とってより印象の残るスポットであるとされており、こうした状況を

踏まえて女性向け観光ガイドブックは差別化の手段として美術館と

アート作品の扱いを強調していると考えられる。

2つ目はまち並みの「ディテール」である。まちのディテールの景

観写真の扱いからも、実際に観光客が足を運んだ際の行動や見え方を

ガイドブックに反映していることがうかがえる。ディテールとは全体

に対する細部のことを指し、本研究の場合、対象の景観の一部を切り

取ったような写真が該当する。女性向けタイプでは、構成上重要な

ページや冒頭の写真ページにおいて、一目では金沢であることが認知

できないようなディテールの景観写真が多用され、また大きく扱われ

ていた。女性向けタイプでは金沢であることがすぐわかる代表的な景

観を全面的に押し出すより、観光中の移動に伴う景色の移り変わりの

中から切り取られた、実際に目にする景観を重要視していることが読

み取れる。また女性向けタイプは重要ページで至近景が最も使用され

るのに対し、ムックタイプは至近景の使用率が最も低いということも

示された。以上の分析から、女性向けタイプは金沢の全体像を認識さ

せると同時に、観光中の移動に伴う景色の移り変わりにおいて実際に

目にする切り取られた景観を重要視していることが読み取れる。

3つ目は「市場・買い物」である。主景の要素を単純集計すると「市

場」の写真掲載率は女性向けタイプがムックタイプの2.5倍であっ

た。また女性向けタイプはいずれも、買い物ページの割合がムックタ

Takayama, Haruka  Tendencies of landscape photographs in new-style tourist guidebooks designed for young women
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イプよりも多かった。店舗・商業施設の写真も女性向けタイプの方が

多く、「買い物」という体験を従来よりも重視し、「買い物」のための

場の景観を充実させることを差別化のための一手法としていると考え

られる。

女性向けガイドブックがこのような差別化によって、観光客に選ば

れる工夫をしている一方で、観光ガイドブックに使われる景観写真に

は、社会の多くの人に共通して認識されているその地域のパブリック

イメージも反映されている。女性向けタイプ、ムックタイプ共に「兼

六園」「金沢城」「ひがし茶屋街」などの登場頻度は高く、それらが数

多くの人に共有されるパブリックイメージとして金沢の強い印象を構

成していることが分かる。しかしパブリックイメージはまちの環境や

社会情勢によって変化するものであり、常に固定されているものでは

ない。特に若い世代の視点を通して新たな共通の景観体験を読み取る

ことができれば、新しいパブリックイメージが形成される萌芽として

みることが可能であり、女性向けガイドブックに見られる景観写真の

特徴もそのひとつと考えられる。女性向けガイドブックから読みとれ

る1つ目のパブリックイメージは「現代的建物」のイメージである。

主景の要素である「単体建物（現代的）」において、女性向けタイプ

は美術館や博物館関連の建物を大きな写真で強調していた。対して

ムックタイプはわずかしか使っていない。さらに2つ目として「美術

館・博物館・記念館」のイメージが挙げられる。「現代的建物」のイメー

ジでも美術館等が多く出現したこと、さらに美術館・博物館を主対象

とし、かつ大きな写真で掲載されている割合は女性向けが40.0%な

のに対しムックタイプは6.3%と大きな差が現れた。

金沢市は、伝統的な景観と近代的な景観の共存、さらに現代の最先

端の美意識を都市が継承することを、文化的景観の維持のための重要

な目標としている。女性向けタイプで近代的な美術館や記念館、博物

館等の出現率が高いことには、金沢市の伝統を守り受け継ぐ姿勢が影

響しているのではないかと考える。それは、金沢市の景観政策の方針

がこれらの層にうまく受け止められ、新たなパブリックイメージにな

り始めているということになる。金沢市の景観づくりは若い女性に共

感され、それがガイドブックの景観写真にも反映されているといえる

だろう。女性向け観光ガイドブックには、観光客、観光地双方のニー

ズが取り込まれているが、従来のイメージにとらわれない新たな都市

としての魅力や、景観に限らない観光行動や体験の要素も反映させて

景観写真を利用していることが明らかとなった。 ［主要参考文献、引用文献、URL］
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金沢市大野町のまちなみ景観の成立過程

山崎 仁美
文化マネジメントコース

はじめに

近年、地域の内包する歴史文化性を保存・継承して、個性や魅力の

あるまちづくりのための糧にしようとする流れがある。そのため、地

域が景観計画を策定するにあたって地域の歴史性を反映させることが

広く行われるようになり、まちなみに関しても現存する歴史的要素の

成立過程を理解することが必要になっている。

本研究の対象とする石川県金沢市大野町は、日本海沿岸地域で藩政

時代には金沢城下に物資を運搬する海運業が盛んに行われ、港町とし

て発展した。また、麦や大豆、塩などの調達が容易であったことから、

醤油醸造業が盛んになった。醤油醸造業は現在もなお行われており、

明治・大正時代の醤油蔵や工場など、醤油産業に関わる建物を今でも

数多く見ることができる。海運業に関しては、明治頃に衰退し、現在

は役割を金沢港が担っていることから、全く行われなくなった。大野

町は産業によって形作られた歴史的まちなみ景観が現存する地域であ

る。そしてそれらを維持しようとする意識が住民や行政からも見ら

れ、イベントや条例による景観保護などの動きがある地域である。

本研究では、18世紀後期以降の大野町におけるまちなみ景観の成

立過程を明らかにすることと、それをもとに、今後の大野町のまちづ

くりに活かすための方向性を整理することを目的とする。

研究方法

本研究では、まちなみ景観の成立過程を調査するために、大野町の

まちなみの様子がわかる古写真や絵図資料、地図などから景観の読み

取りを行った。また、文献資料に記述されているまちなみに関する情

報を図像資料の補足情報とした。さらに、現地踏査や住民へのヒアリ

ングを行い、大野町のまちなみの現況を調査した。以上のように読み

取った情報を年代ごとに現代の地図上に重ねて復元した。そして得ら

れた地図からまちなみ景観に関して考察する。

また、大野町において醤油産業は主産業であり、江戸時代から現在

まで継承されている独特な産業であることから醤油業者の店舗や蔵の

分布の変遷をたどった。本研究では、醤油産業に携わっている業者が

記されている「大野の醤油屋変動状況　醤油業賣子中間」にある醤油

業者と各年代の絵図および住宅地図上にある業者とを照合した。

本研究で取り扱う年代は、調査可能な史料が多く残されており、変

遷を十分に追うことができるという理由から、18世紀以降とした。

また、調査対象範囲は調査年代と同様の理由から、現在の大野町の内、

旧町名である、庄町・坂本町・蓮池町・鍵町・茶筌町・湊川町・船手

町・稲荷町・亀齢町とその南部を調査対象範囲とした。

街区変遷

1785年に作成された「石川郡大野村絵図」では、当時の村全体は

川に囲まれており、島のようになっていた。街路に注目すると、街路

は村の北部にのみ存在しており、現在の街路とほぼ一致していた。住

宅は街路のある北部にのみ存在している。特にその西側に住宅が集中

し、東側は西側ほど住宅が見られない。住宅密集地である北西部には

神社と寺が見られ、日吉神社と伝泉寺である。この2つは現在とほぼ

同じ位置にあり、この頃から変わらず立地している。村の南部は水田

に、そのさらに南は葭原となっており、南部は人の居住に適した状態

ではなかった。

「文久2年　大野町屋敷割」は1862年作成の「大野町絵図」の部

分写しで、町の北部地域のみが描かれている。この図の街路に注目す

ると、1785年の頃より街路が増え、現在の街路に近くなっている。

住居は増加し、以前ほど東西での住居の密集度の差がなかった。また、

現在は砂丘になっている町の北部にも住居が見られた。

1910年作成の「正式二万分の一地形図」では、河川の形はほぼ現

在と同じであった。1862年の絵図にあった北部の街路や住居はこの

頃にはなく、砂丘に侵食されていた。それに反し、茶筌町や鍵町のあ

たりには街路の広がりが見られ、町の広がり方としては南東部に広

がっていることがわかる。しかし、そのさらに南側の旧町割に入って

いない地域には道がなく、水田や畑が広がっていた。また小学校や郵

便局、町役場が見られる。

1934年作成の「大野町全圖」では、南部の水田内に道路ができ、

南部へと町を広げるという準備が進んでいる。また、駐在所や消防団、

鉄道の線路などが見られる。

戦後のまちなみの調査には空中写真を使用した。1946年の米軍撮

影空中写真では、街路や河川の動きなどに戦前との違いはあまりな

い。1973年には宅地がこれまで水田であった町南部に拡大し、北部

の砂丘と河川の間の地点にも居住地の広がりが見られる。砂丘横の地

点に建物が見られるようになったのは、砂丘の奥に大野醤油醸造協業

組合の工場が建設されたため、工場への道ができ、その道に沿って宅

地が拡大していったものと推測される。この時点で、街区はほぼ現在

のものと同じになっている。2007年には、1973年の頃より水田が

住宅地化している。大野町南部の隣接地区との境界は水路であった

が、この時には道路に変化している。

醤油屋の分布変遷

江戸末期～明治初期にかけて位置が確認できた醤油屋は20軒で

あった。この20軒の内、今でも醤油産業に関わっていることが確認
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できるのは、1軒のみで「直江屋源兵衛」である。しかし、現在の所

在地と江戸末期に示されている位置とは異なっている。江戸末期に示

されている場所は現在、砂丘が迫っている地点であり、そこに醤油産

業を営んでいた痕跡は残っていない。「金沢市大野町史」（1976）に

よると、「大野町絵図」（1862）には直江屋源兵衛は現在とほぼ同じ

位置に位置しているという記載が見られた。それを踏まえると、江戸

末期頃には直江屋源兵衛は複数の土地を所有し、ひとつは既に現在の

位置にあったと考えられる。江戸末期～明治初期には町北西部の日吉

神社付近に醤油屋が多く分布していた。

1963年には23軒の醤油業者が見られた。この時、町の最も大き

い通りである庄町通りより南側に多く分布していることがわかり、特

にその東側である川沿いに集中していた。

1972年には29軒の醤油業者が見られた。多く分布しているのは

庄町通りより南側で、1963年と同じである。新たに、南側の方が規

模の大きな業者が多く分布していたことが明らかとなった。

1980年には27軒、1990年には25軒の醤油業者が確認できた。

2010年には19軒の醤油業者があり、減少の傾向が見られる。また、

町南東部で減少が進み、2010年には町の真ん中の南北一直線上に集

中して分布している。

現在はさらに減少し、醤油業者は16軒となっている。廃業により

使われなくなった醤油製造の施設は、建て直すというケースと、本来

の用途とは別の用途で使い、そのまま外観を残しているケースの大

きく2つが見られる。また、大野醬油醸造協業組合の設立により、醤

油製造の製造過程のほとんどを組合の工場で一括に行うようになった

ため、各業者の醤油蔵は不要となった。このような廃業となって使わ

れなくなった醤油製造施設と、組合設立のために不要となった醤油蔵

は、物置や車庫といった用途で使用されていることがほとんどだが、

中にはリノベーションにより、カフェやギャラリー施設などとして使

われているケースが見られた。

まとめ

以上の調査から、街区変遷に関しては大きく3段階に分けられる。

（図1）第1段階は江戸後期（1785）頃の形態である。第2段階は江

戸末期～戦後（1850～1960）頃の形態である。第3段階は戦後～

現在（1970～）の形態である。

現在私たちが見ている街区に関して、北部は江戸後期以前からのも

ので、南部の大野川沿いの一部は江戸末期頃からのものであることが

言える。南部の内陸側は戦後からのもので、新しい街区である。大野

町は地形的に、水害や飛砂の被害が多く、住むには不利な地域であっ

た。しかし、河川の切り替えや排水によって不利な条件を克服し、現

在のように町を広げてきたのである。

醤油屋の分布は江戸末期～明治初期頃には、庄町通りより北側に多

く分布し、特に、北西部の日吉神社側に集中していた。それ以降徐々

に南部に移り変わり、戦後には庄町通りより南側に多く分布し、特に

大野川沿いの南東部に集中していた。しかし、現在では町の中心部

の庄町通りをはさんで南北に一直線という分布の仕方になっている。

1980年以降、醤油業者の数は年々減少傾向にあるが、このように、

醤油産業は決して、町の中の特定の場所で継承されたものではなく、

時代によって町の中で動きながら継承されたものであることが明らか

となった。また、使わなくなった醤油製造施設は多くの場合がそのま

ま残存し、そのなかでリノベーションを行い、新たな活用方法により

利用されている施設がある。醤油蔵としての本来の用途で使われたの

はほとんどが組合設立の1969年より前のことで、それ以降は本来と

は違う用途での使用へと移り変わっている。

図1　 大野町街区変遷／「金沢市住宅明細図　北部版　平成27年版北部」をベース
に筆者が作成
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金沢市における夜間景観の観光資源化

吉里 紗悠美
文化マネジメントコース

研究の背景・目的

夜間景観が観光産業に与えるメリットとしていくつか挙げられる。

1つ目に、夜間景観がある周辺の商業施設の利益増加に貢献すること

である。見所となる夜間景観があることで、夜の回遊性が高まり、交

通機関が利用されると共に、周辺の飲食店や土産物店に足を運ぶ観光

客の増加が期待できる。2つ目に観光客の宿泊施設の利用機会の増加

が見込めることである。夜間景観は、その地域での滞在時間を夜間ま

で延ばすことができるため、観光客がその地域内に宿泊することが期

待できる。また、宿泊施設や観光施設の多くは季節によって稼働率の

偏りが生じるが、閑散期に夜間景観が見所を作り出すことで稼働率の

偏りを緩和する可能性も持っている。更には、宿泊施設周辺の商業施

設の利益増加にも波及していく。このように、夜間景観をうまく活用

することは、観光産業を中心とした地域経済に大きな影響を与え得

る。

金沢市での観光における目的のトップは「食」であり、続いて「街

並み」が上位となっている。また金沢全体の観光の印象として「景観」

という回答が半数近くを占めており、金沢市の観光都市としての魅力

の大きな部分を、街並みが作り出す景観が占めている（1）。更に北陸

新幹線開通を機に、金沢の観光は大きく伸びた。市内の19か所の観

光施設では、年間利用者総数が前年の2014年と比較して51.1％増

加した（2）。しかし、逆に新幹線開通後はアクセスの改善によって日

帰りが十分可能になったこともあり、宿泊客の減少がみられる。

以上の金沢の観光状況を受け、将来的にも「夜間景観」は観光資源

として重要な役割を果たすと考えられる。日帰り観光客が増加傾向に

ある現在、観光客の滞在時間の長期化を促すには、魅力的な夜の観光

資源を作り出すこと必要がある。金沢に足を運ぶ観光客の多くが「景

観」に興味を示しており、「夜間景観」は夜間における観光資源とし

て重要な役割を果たすことができる。

本研究の目的は次の3点である。1つ目に金沢市が夜間景観を観光

資源としてどのように位置づけているのか、そして観光地としての魅

力を向上させるために、夜間景観に関してどのような施策や事業を実

施しているのかを、関係者へのヒアリングを通して明らかにする。2

つ目に、金沢市を訪れる観光客の、金沢市における夜間景観活用やそ

の他の取り組みについての認知度、および夜間における行動の状況

を、アンケート調査によって明らかにする。最後に、金沢市の夜間景

観を観光資源としてみた場合、どの程度現状から集客力を上乗せでき

る潜在力があるのかを明らかにするとともに、夜間景観の観光資源と

しての魅力向上には、具体的にどのような取り組みが必要なのかを考

察する。

夜間景観の観光資源活用の取り組み

夜間景観の観光活用の取り組みについて、金沢市観光協会、金沢市

役所景観政策課、金沢市旅館ホテル協同組合に対してヒアリング調査

を行った。行政は景観政策の一環として夜間景観整備に着手してお

り、夜間景観整備に積極的に取り組んでいる（3）。しかし、夜間景観

整備と夜間の観光との連携にはまだ進んでいない状況にある。

観光関連団体の取り組みとしては、金沢市内の主なライトアップス

ポットを巡るライトアップバスの運行を実施している。利用者数は

年々増加している。金沢市旅館ホテル協同組合が主体で行っており、

バスの運行は北陸鉄道、金沢市役所と金沢市観光協会は後援を行って

いる。

夜間景観に関する観光客の認知度と動向

アンケート調査は、金沢市内の主要な観光スポットであり、多様な

年代層が訪れると想定されたひがし茶屋街で実施した。2日間の調査

で130件の回答を得た。そのうち石川県民を除いた県外観光客122

件について分析を行った。金沢の夜間景観について認知しているのは

全体の53％で認知度はあまり高くなかった。その理由としては、夜

間景観イベントの開催時期が短期間であることや夜間景観の宣伝が不

十分なことなどが考えられる。認知度は「10代～20代」の観光客

が最も高く、「50代～60代」の観光客が最も低かった。一方で金沢

の夜間景観を認知していなかった観光客に対し、夜間景観の存在を認

知していた場合の事前計画の有無では「立てた」という回答が全体の

62％にのぼり、潜在的な夜間景観への興味は高いことが明らかになっ

た。この設問の回答も「10代～20代」の観光客が最も多く、若い

世代の夜間景観への関心が高いことが示された。

図1　金沢の夜間景観の認知度と観光行動との関係についてのアンケート結果
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夜間景観の観光資源としての潜在力

アンケートからは金沢の夜間景観に対する認知度と観光行動との関

係が示された。この結果に基づいて、実際の金沢への観光入り込み

客数の統計数値（4）を使用して、金沢の夜間景観に対して潜在的な関

心を持っている観光客数を試算した。結果、金沢の夜間景観に対し潜

在的な興味を持っている観光客は約300万人いると推計できた。金

沢の夜間景観を認知し、実際に足を運んだ観光客は55人中8人で約

14％であり、これを実際の観光入込み客数の数値に当てはめると約

140万人にあたる。金沢の夜間景観の存在が十分に認知されていれ

ば、最大プラス160万人が夜間景観に関わる活動をすることが期待

できる。さらに金沢で宿泊すると回答した106人のうち、夜間に「外

出する」と割合は52％であった。夜間の外出が多ければ夜間景観に

触れる可能性も高くなる。実際の観光入り込み客数に当てはめると

543万人に夜間景観を鑑賞するための潜在的な機会があるというこ

とになる。以上のような潜在的な関心と夜間の行動の機会を、夜間景

観によってうまく受け止めることで、滞在時間の増加と宿泊機会の増

加につなげることが重要であろう。

夜間景観を観光資源として活用するための方向性

金沢市では現在、インバウンド向けの夜間市内ツアーが企画されて

いるが、日本人に向けた夜間景観イベントのツアーはない。そこで新

たな取り組みとして移動・案内・食事を含めた、夜間景観イベントツ

アーを提案する。夜間景観に他の要素が加わることで、観光資源化に

向けた強化につながるだろう。ツアーをインターネットで事前予約可

能にすることで、観光客も手軽に参加することができる。さらに、飲

食店側も来店客数が予想でき、収支の安定を図ることが可能である。

ツアーの実現には関係者の協力体制が不可欠である。現在の金沢市の

夜間景観は、それぞれ個別に開催されているため連携は十分ではな

い。道路などの照明と線的に結ばれる状況はまだまだ少なく、周辺施

設との連携についても、商店街や飲食店の営業時間とのずれといった

問題がある。今後、商業施設や交通機関・行政のバックアップにより、

こうした業種との連携が強まれば、夜間景観イベントをより充実し、

魅力を向上させることができるだろう。全国で成功している夜間景観

イベントは共通して多種多様な団体の協力体制が伴っている。金沢市

の夜間景観が観光資源としての役割を担い、観光地としての更なる魅

力向上に貢献するには、他地域と同様に様々な団体の協働が不可欠で

ある。

［主要参考文献、引用文献、URL］
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南砺市五箇山の世界遺産緩衝地帯における合掌造り保存の意向
Resident’s intentions of preserving Gassho-style House in the buffer zone of
Gokayama World Heritage area, Nanto-city

見本 亜里沙
Mimoto, Arisa

文化マネジメントコース

はじめに

平成7年（1995）12月にベルリンで開催された第19回世界遺産

委員会において、「白川郷・五箇山の合掌造り集落」は世界文化遺産

に登録された。五箇山の合掌造り家屋は庄川の左右の山間に立地して

おり、典型的な隔絶山村として知られてきた。合掌造りには、厳しい

自然で暮らすための様々な工夫がみられ、急勾配の茅葺き屋根には、

強風を受け流し、豪雪による雪下ろしの作業軽減や水はけも良くする

など、風土に根ざした高い文化的な価値を有している。世界遺産区域

は相倉集落と菅沼集落のみであるが、その周囲の区域は緩衝地帯に設

定されている。緩衝地帯とは、世界遺産を取り巻く環境や景観を保全

するために資産の周囲に設けられる、一定の利用・開発行為を制限す

る区域を指す。合掌造り集落を将来へ引き継ぐ上での、総合的な観点

からの方針・方策を定めた基本計画として南砺市五箇山世界遺産マス

タープラン（南砺市，2012）が策定されているが、このマスタープ

ランの中でも緩衝地帯における景観の保全は重要なテーマとなってお

り、緩衝地帯の景観を良好に保ち、世界遺産区域とともに地域全体の

歴史的・文化的価値を高めることが必要である。しかし多くの研究は

世界遺産区域である菅沼集落と相倉集落に集中しており、緩衝地帯の

景観保全の実態は明らかにされていない。そこで本研究では、南砺市

域の世界遺産緩衝地帯における合掌造り家屋の現状について、合掌造

り家屋の保存制度は整っているか、合掌造り家屋に暮らす人々に保存

の意志があるのかをヒアリングを行い明らかにした上で、緩衝地帯に

ある合掌造り家屋の今後の在り方を考察することを目的とする。

対象地と方法

調査の対象地は、南砺市五箇山の世界遺産登録範囲を取り巻く緩衝

地帯Ⅰ種、Ⅱ種（相倉と菅沼を除く）の区域である。方法としては、（1）

緩衝地帯の保全制度を把握するために南砺市文化・世界遺産課でのヒ

アリング、（2）緩衝地帯に現存する個人所有の合掌造り家屋を訪問

し（一部メールによる質問を含む）、保存意向に関するヒアリング、

（3）合掌造り保全に重要な役割を果たしている富山県西部森林組合

へのヒアリング、を行った。

結果

（1）緩衝地帯の合掌造り屋根の保全制度

世界遺産登録地域である相倉集落と菅沼集落では、所有者自身は合

掌造り屋根の葺き替えにかかる費用の5％の金額を負担している。緩

衝地帯では家屋が文化財指定を受けているかどうかで費用負担が異

なっている。国の指定重要文化財に指定されている岩瀬家、村上家、

田向羽場家では、葺き替えにかかる費用の3％の金額を自己負担して

いる。次に、県の指定文化財である五箇山の念仏道場、小瀬羽場家、

旧上田念仏道場は葺き替えにかかる費用の5％の金額を負担してい

る。文化財以外の市が指定した個人所有の建物である行徳寺庫裏と山

門は所有者が葺き替えにかかる費用の5％の金額を負担している。最

後に、世界遺産緩衝地帯に現存する文化財以外の個人所有の家屋は葺

き替えにかかる費用の10％の金額を負担している。茅葺き屋根の葺

き替えに際しては、文化財指定の有無により国・県・市の補助率も異

なっている。南砺市では所有者の負担を軽減する為に、国・県の補助

率に応じて事業費の5～60％を支出している。この結果、所有者の

実質的な負担額は世界遺産区域で5％、国の指定重要文化財で3％、

市指定の合掌造り家屋で5％、その他の未定の合掌造り家屋で10％

となっている。合掌造りの茅葺き屋根をふき替える際に負担する金額

は総じて3～10％であった。世界遺産区域と緩衝地帯の間での差は

それほど大きくはないと言える。

（2）緩衝地帯における合掌造り家屋所有者の保存意向

表1に緩衝地帯に現存する合掌造り家屋を所有する住民にヒアリン

グを行った結果をまとめた。KMさん（80歳）の事例では、葺き替

えは約20年に一度行われ、作業については県西部森林組合にすべて

委託していた。古くから民宿を経営しており住み慣れた合掌造りを取

り壊そうと思った時もあったが、利用客からの保存して欲しいという

思い等が保存につながったという。また、屋根葺き替え時の補助が

十分にあるため、次回の屋根葺き替えも十分にできると語っていた。

TTさん（67歳）も合掌造りの民宿経営を続ける中で、合掌造り目当

てで宿泊に来る利用客が多いことが維持につながっている。合掌造り

家屋に宿泊してみたいという観光客がいる限り、合掌造りは維持した

い意向を示している。

一方、MTさん（67歳）、IMさん（81歳）が住む合掌造り家屋の

場合、国の指定重要文化財になったことで、維持がしやすくなったと

いう。国の重要文化財になってからは、茅葺き屋根の管理を市の職員

や森林組合の方が積極的におこなってくれたため合掌づくり家屋を保

存していく流れができた。その後、茅葺き屋根の葺き替え時にかかる

費用の負担が手厚くなり、維持していきやすくなったという。特に

IMさんの合掌造りは、白川郷と五箇山では最大の5階建ての合掌造

りであり、屋根の葺き替えには多額の費用がかかっていた。屋根の葺

き替えに関する補助制度ができなければ、大きな屋根を維持していく

ことはできなかったという。

また、TSさん（81歳）、HMさん（90歳）、IMさん（81歳）所有

の家屋では、屋根の葺き替えや茅葺き屋根の日常の補修等をすべて富

山県西部森林組合が行っており、「森林組合が茅葺き屋根を管理して

くれる以上、保存は難しくないため維持していくつもり」と述べてお

り、森林組合が茅葺き屋根の葺き替えを担ってくれることが保存意向

に非常に大きく影響している。森林組合の職員に対しても、大切な屋

根の葺き替えを任せられるだけの信頼関係があることが認められる。

中畑地区にある「無名舎」は、居住者移転によって取り壊されよう

としていたところを武蔵野美術大学の有志である「無名会」の人たち

が買い取って保存した家屋である。武蔵野美術大学の担当者へのメー

ルインタビューによれば、「無名舎」は建築的・美的価値の保存と自

然活用を目的として、学生や教職員の為に保存を続けている。当初の

「民家の自然活用」の趣旨に沿うように、可能な限りこの合掌造り家

屋を維持していく意向を持っていた。

（3）森林組合の現状

世界遺産区域と緩衝地帯に現存する93軒あまりの茅葺き屋根の葺

き替え作業は、すべて富山県西部森林組合が行っている。1年間に8

～10軒の合掌造りの屋根を葺き替え、計画的に順番に実施されてい

る。1棟の屋根葺き替え作業は、平均10名の作業員が2週間から20

日間かけて行う。森林組合で葺き替え作業に携わっている人たちは若

い世代が多く、今後も所有者の合掌造り家屋を保存する意向がある限

り、屋根の葺き替えを続けていく考えであった。

考察

結果から、所有者の多くは現在の茅葺き屋根葺き替えの補助制度や

森林組合のサポートがある限りは合掌造り家屋の維持や管理を続けて

いきたいという意向を持っていた。また、そのような公的な支援は緩

衝地帯の合掌造り家屋であっても世界遺産区域に比べてそれほど遜色

のない状態であった。行政の立場からも五箇山にある合掌造りのすべ

てを保存していこうという考え方が読み取れる。南砺市五箇山の緩衝

地帯にある合掌造りの保存の意向について調査したが、合掌造りが

残ってきた要因は、大きく分けて3点あった。まず、合掌造り家屋の

補助制度が始まった事、次に、家主や家族が合掌造り家屋に住みやす

さや愛着を感じている事、さらには世界遺産指定以降、五箇山が観光

地となり観光客の興味対象として合掌造り家屋に意味が見いだされる

ようになったことである。合掌造りを所有している住民のヒアリング

の結果からも分かるように、屋根の葺き替えの度にお金がかかり維持

していくことが難しいと感じていたが、途中から国の指定重要文化財

になり屋根の葺き替え時には補助が出るようになったことで保存を

続けられると感じたようである。補助は昔に比べ手厚くなっており、

徐々に葺き替え時のお金の負担が減り維持もしやすくなったと考えら

れる。また、「家族みんなこの家が好き。涼しくて広いから」と、合

掌造り家屋に愛着が湧いていることも保存に影響している。風土に

合った造りの特徴的な合掌造りは住む人を魅了するのであろう。ま

た、五箇山が観光地として認識されてきた頃には、合掌造り家屋を一

目見ようと観光客が訪れた。茅葺きの屋根に宿泊してみたいと思う

人々も数多い。茅葺き屋根の家屋が減った現在では、茅葺き屋根の民

宿は珍しく喜ばれる観光客が多いと推測できよう。さらに、屋根葺き

替えの補助が始まると同時に行政からも合掌造りを保存していって欲

しいという強い要望があったことも重要である。屋根葺き替えに関し

て金銭面での補助だけでなく、こうした行政や屋根葺き作業を担う森

林組合との関係においてもサポートがあったことが保存意向に影響を

及ぼしている。屋根葺き替えの補助制度、愛着、観光客や地域住民と

の交流、行政や森林組合とのコミュニケーション等の多くの要因が、

数少なくなった合掌造りを保存する意向を維持する要因になったと考

えられる。

表1　緩衝地帯の合掌造り家屋所有者に対するヒアリング結果

［主要参考文献、引用文献、URL］
○南砺市／南砺市五箇山世界遺産マスタープラン／2012
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はじめに

平成7年（1995）12月にベルリンで開催された第19回世界遺産

委員会において、「白川郷・五箇山の合掌造り集落」は世界文化遺産

に登録された。五箇山の合掌造り家屋は庄川の左右の山間に立地して

おり、典型的な隔絶山村として知られてきた。合掌造りには、厳しい

自然で暮らすための様々な工夫がみられ、急勾配の茅葺き屋根には、

強風を受け流し、豪雪による雪下ろしの作業軽減や水はけも良くする

など、風土に根ざした高い文化的な価値を有している。世界遺産区域

は相倉集落と菅沼集落のみであるが、その周囲の区域は緩衝地帯に設

定されている。緩衝地帯とは、世界遺産を取り巻く環境や景観を保全

するために資産の周囲に設けられる、一定の利用・開発行為を制限す

る区域を指す。合掌造り集落を将来へ引き継ぐ上での、総合的な観点

からの方針・方策を定めた基本計画として南砺市五箇山世界遺産マス

タープラン（南砺市，2012）が策定されているが、このマスタープ

ランの中でも緩衝地帯における景観の保全は重要なテーマとなってお

り、緩衝地帯の景観を良好に保ち、世界遺産区域とともに地域全体の

歴史的・文化的価値を高めることが必要である。しかし多くの研究は

世界遺産区域である菅沼集落と相倉集落に集中しており、緩衝地帯の

景観保全の実態は明らかにされていない。そこで本研究では、南砺市

域の世界遺産緩衝地帯における合掌造り家屋の現状について、合掌造

り家屋の保存制度は整っているか、合掌造り家屋に暮らす人々に保存

の意志があるのかをヒアリングを行い明らかにした上で、緩衝地帯に

ある合掌造り家屋の今後の在り方を考察することを目的とする。

対象地と方法

調査の対象地は、南砺市五箇山の世界遺産登録範囲を取り巻く緩衝

地帯Ⅰ種、Ⅱ種（相倉と菅沼を除く）の区域である。方法としては、（1）

緩衝地帯の保全制度を把握するために南砺市文化・世界遺産課でのヒ

アリング、（2）緩衝地帯に現存する個人所有の合掌造り家屋を訪問

し（一部メールによる質問を含む）、保存意向に関するヒアリング、

（3）合掌造り保全に重要な役割を果たしている富山県西部森林組合

へのヒアリング、を行った。

結果

（1）緩衝地帯の合掌造り屋根の保全制度

世界遺産登録地域である相倉集落と菅沼集落では、所有者自身は合

掌造り屋根の葺き替えにかかる費用の5％の金額を負担している。緩

衝地帯では家屋が文化財指定を受けているかどうかで費用負担が異

なっている。国の指定重要文化財に指定されている岩瀬家、村上家、

田向羽場家では、葺き替えにかかる費用の3％の金額を自己負担して

いる。次に、県の指定文化財である五箇山の念仏道場、小瀬羽場家、

旧上田念仏道場は葺き替えにかかる費用の5％の金額を負担してい

る。文化財以外の市が指定した個人所有の建物である行徳寺庫裏と山

門は所有者が葺き替えにかかる費用の5％の金額を負担している。最

後に、世界遺産緩衝地帯に現存する文化財以外の個人所有の家屋は葺

き替えにかかる費用の10％の金額を負担している。茅葺き屋根の葺

き替えに際しては、文化財指定の有無により国・県・市の補助率も異

なっている。南砺市では所有者の負担を軽減する為に、国・県の補助

率に応じて事業費の5～60％を支出している。この結果、所有者の

実質的な負担額は世界遺産区域で5％、国の指定重要文化財で3％、

市指定の合掌造り家屋で5％、その他の未定の合掌造り家屋で10％

となっている。合掌造りの茅葺き屋根をふき替える際に負担する金額

は総じて3～10％であった。世界遺産区域と緩衝地帯の間での差は

それほど大きくはないと言える。

（2）緩衝地帯における合掌造り家屋所有者の保存意向

表1に緩衝地帯に現存する合掌造り家屋を所有する住民にヒアリン

グを行った結果をまとめた。KMさん（80歳）の事例では、葺き替

えは約20年に一度行われ、作業については県西部森林組合にすべて

委託していた。古くから民宿を経営しており住み慣れた合掌造りを取

り壊そうと思った時もあったが、利用客からの保存して欲しいという

思い等が保存につながったという。また、屋根葺き替え時の補助が

十分にあるため、次回の屋根葺き替えも十分にできると語っていた。

TTさん（67歳）も合掌造りの民宿経営を続ける中で、合掌造り目当

てで宿泊に来る利用客が多いことが維持につながっている。合掌造り

家屋に宿泊してみたいという観光客がいる限り、合掌造りは維持した

い意向を示している。

一方、MTさん（67歳）、IMさん（81歳）が住む合掌造り家屋の

場合、国の指定重要文化財になったことで、維持がしやすくなったと

いう。国の重要文化財になってからは、茅葺き屋根の管理を市の職員

や森林組合の方が積極的におこなってくれたため合掌づくり家屋を保

存していく流れができた。その後、茅葺き屋根の葺き替え時にかかる

費用の負担が手厚くなり、維持していきやすくなったという。特に

IMさんの合掌造りは、白川郷と五箇山では最大の5階建ての合掌造

りであり、屋根の葺き替えには多額の費用がかかっていた。屋根の葺

き替えに関する補助制度ができなければ、大きな屋根を維持していく

ことはできなかったという。

また、TSさん（81歳）、HMさん（90歳）、IMさん（81歳）所有

の家屋では、屋根の葺き替えや茅葺き屋根の日常の補修等をすべて富

山県西部森林組合が行っており、「森林組合が茅葺き屋根を管理して

くれる以上、保存は難しくないため維持していくつもり」と述べてお

り、森林組合が茅葺き屋根の葺き替えを担ってくれることが保存意向

に非常に大きく影響している。森林組合の職員に対しても、大切な屋

根の葺き替えを任せられるだけの信頼関係があることが認められる。

中畑地区にある「無名舎」は、居住者移転によって取り壊されよう

としていたところを武蔵野美術大学の有志である「無名会」の人たち

が買い取って保存した家屋である。武蔵野美術大学の担当者へのメー

ルインタビューによれば、「無名舎」は建築的・美的価値の保存と自

然活用を目的として、学生や教職員の為に保存を続けている。当初の

「民家の自然活用」の趣旨に沿うように、可能な限りこの合掌造り家

屋を維持していく意向を持っていた。

（3）森林組合の現状

世界遺産区域と緩衝地帯に現存する93軒あまりの茅葺き屋根の葺

き替え作業は、すべて富山県西部森林組合が行っている。1年間に8

～10軒の合掌造りの屋根を葺き替え、計画的に順番に実施されてい

る。1棟の屋根葺き替え作業は、平均10名の作業員が2週間から20

日間かけて行う。森林組合で葺き替え作業に携わっている人たちは若

い世代が多く、今後も所有者の合掌造り家屋を保存する意向がある限

り、屋根の葺き替えを続けていく考えであった。

考察

結果から、所有者の多くは現在の茅葺き屋根葺き替えの補助制度や

森林組合のサポートがある限りは合掌造り家屋の維持や管理を続けて

いきたいという意向を持っていた。また、そのような公的な支援は緩

衝地帯の合掌造り家屋であっても世界遺産区域に比べてそれほど遜色

のない状態であった。行政の立場からも五箇山にある合掌造りのすべ

てを保存していこうという考え方が読み取れる。南砺市五箇山の緩衝

地帯にある合掌造りの保存の意向について調査したが、合掌造りが

残ってきた要因は、大きく分けて3点あった。まず、合掌造り家屋の

補助制度が始まった事、次に、家主や家族が合掌造り家屋に住みやす

さや愛着を感じている事、さらには世界遺産指定以降、五箇山が観光

地となり観光客の興味対象として合掌造り家屋に意味が見いだされる

ようになったことである。合掌造りを所有している住民のヒアリング

の結果からも分かるように、屋根の葺き替えの度にお金がかかり維持

していくことが難しいと感じていたが、途中から国の指定重要文化財

になり屋根の葺き替え時には補助が出るようになったことで保存を

続けられると感じたようである。補助は昔に比べ手厚くなっており、

徐々に葺き替え時のお金の負担が減り維持もしやすくなったと考えら

れる。また、「家族みんなこの家が好き。涼しくて広いから」と、合

掌造り家屋に愛着が湧いていることも保存に影響している。風土に

合った造りの特徴的な合掌造りは住む人を魅了するのであろう。ま

た、五箇山が観光地として認識されてきた頃には、合掌造り家屋を一

目見ようと観光客が訪れた。茅葺きの屋根に宿泊してみたいと思う

人々も数多い。茅葺き屋根の家屋が減った現在では、茅葺き屋根の民

宿は珍しく喜ばれる観光客が多いと推測できよう。さらに、屋根葺き

替えの補助が始まると同時に行政からも合掌造りを保存していって欲

しいという強い要望があったことも重要である。屋根葺き替えに関し

て金銭面での補助だけでなく、こうした行政や屋根葺き作業を担う森

林組合との関係においてもサポートがあったことが保存意向に影響を

及ぼしている。屋根葺き替えの補助制度、愛着、観光客や地域住民と

の交流、行政や森林組合とのコミュニケーション等の多くの要因が、

数少なくなった合掌造りを保存する意向を維持する要因になったと考

えられる。

表1　緩衝地帯の合掌造り家屋所有者に対するヒアリング結果

［主要参考文献、引用文献、URL］
○南砺市／南砺市五箇山世界遺産マスタープラン／2012
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伝統技術を観光資源化するプロセス
-重要無形文化財「本美濃紙」を事例として -

The process to transform traditional technique into tourism resources
-A case study on the important intangible cultural property “Hon-minoshi” Japanese hand-made paper-

岡 里美
Oka, Satomi

文化マネジメントコース

はじめに

観光は地域に存在する文化資源を活用して経済効果をもたらす重要

な手段であり、町並みや自然風景、温泉などの有形物や、祭りなどの

イベント、地域特有の食文化などが主要な観光対象としての役割を

担ってきた。こうした従来型の観光資源に加え、近年になり、漆器や

陶磁器、木工、金工などの伝統産業の産地では、伝統的技術も観光資

源としてとらえ、商品としての販売だけでなく、その生産技術を観光

客に見てもらうような工夫が試みられるようになった。新たな形態の

観光資源として、多様化が図られている段階といえる。しかし、伝統

技術を見せることが観光資源としてしっかり定着し、成功していると

言える例はまだ少なく、様々な伝統技術に関する事例を蓄積した上

で、その有効な方法を検討する余地がある。そこで本研究では、国指

定重要無形文化財「本美濃紙」を対象事例とし、伝統技術を観光資源

としてとらえ活用しようとしてきたプロセスやその活用形態を把握

し、そこから今後に向けての問題点や方向性を検討することを目的と

した。

本美濃紙とは

本美濃紙は、岐阜県美濃市で伝統的な技術によって生産される和紙

である。正倉院に保存されている日本最古の戸籍用紙にも美濃紙が使

われている。江戸時代になってからは、最高級の障子紙として評価が

高まり、ほかにも様々な高級紙を生産してきた。2014年には、「石

州半紙」「細川紙」とともに、「日本の手漉和紙技術」としてユネスコ

世界無形文化遺産に登録されている。

現在、一般に美濃市域で漉かれている和紙は「美濃和紙」と総称さ

れているが、昭和44年に重要無形文化財に指定された「本美濃紙」

はその中でも一定の技術条件を満たしたものに限られる。重要無形文

化財「本美濃紙」の指定条件は、（1）原料は楮のみ、（2）伝統的な

製法と製紙用具を使用する、（2－1）白皮作業を行い、煮熱には草

木灰または、ソーダ灰を使用する、（2－2）薬品漂白は行わず、填

料を紙料に添加しないこと、（2－3）叩解は手打ちまたはこれに準

じた方法で行うこと、（2－4）抄造は「ねり」にとろろあおいを用い、

「かぎつけ」または「そぎつけ」の竹簀による「流し漉き」であること、

（2－5）板干しによる乾燥であること、（3）伝統的な本美濃紙の光沢、

地合等の特質を保持すること、となっている。

また、これらの技術を保持し、「本美濃紙」を漉くことができるの

は「本美濃紙保存会」の会員のみである。本美濃紙保存会の会員にな

るための条件は、（1）重要無形文化財指定条件に合う紙が漉ける者、

（2）「流し漉き」の技法で10年以上の経験、もしくはそれ相応の技

術を有する者、（3）重要無形文化財「本美濃紙」の保存伝承に賛同

する者、の3点である。現在会員は8名おり、会員を目指す研修生が

10名、技術の研鑽に励んでいる。

伝統技術を観光資源化するための取り組み

美濃和紙を観光のための資源として積極的に活用しようという試み

が始まったのは、およそ20年前の平成6年からである。その年は、

市制40周年記念として美濃市観光協会主催による「あかりアート展」

が開催され、また「美濃和紙の里会館」という美濃和紙の歴史や技術

を見学、体験できる場所が、和紙職人の多く住む地域に開設された。

その数年前の昭和63年には美濃市の伝統的市街地が「美濃市美濃町

重要伝統的建造物群保存地区」に指定されており、通称「うだつの上

がる町並み」として美濃市の中心的な観光資源となった時期と重なっ

ている。現在これに加え、美濃市役所は本美濃紙が世界無形文化遺産

に登録されたことを受けて、産業振興部の下に美濃和紙推進課を設置

し、「美濃和紙伝承　千年プロジェクト」（以下、千年プロジェクトと

する）という名称による取り組みで、本美濃紙の伝統文化の保存継承

と産業振興、観光資源化による地域活性化を目指そうとしている。本

稿では、「あかりアート展」と「千年プロジェクト」について、本美

濃紙の伝統技術との関係を考察する。

あかりアート展

あかりアート展は、美濃和紙を利用したあかりアート作品をうだ

つの上がる町並みで展示するというイベントであり、毎年10月の土

日2日間開催される。現在は来場者数が10万人を超えるイベントと

なっており、多くの観光客が美濃和紙製品に触れることができる貴重

な機会を提供している＜写真1＞。あかりアート展の作品は誰でも応

募することができ、作品の素材には主に美濃和紙を利用することが定

められている。しかしここで通常用いられている材料は本美濃紙では

ない一般の美濃和紙であり、会場で配布されているパンフレット等や

案内には美濃和紙と本美濃紙の違いについて理解をうながすような記

述はされていない。2013年のあかりアート展では特別に本美濃紙の

制作実演が行われたが、それ以外では明確に本美濃紙の伝統技術とし

ての価値を伝える場とはなっていないのが現状である。また、会場で

あるうだつの上がる町並みと「美濃和紙の里会館」の距離がかなり離

れており、イベントから会館での技術紹介へと誘導することも十分に

できている状態にはない。美濃和紙の可能性を活かすイベントとして

あかりアート展は十分な集客力を持っているので、今後はその中で本

美濃紙を差別化し、無形文化財としての高度な伝統技術を意識できる

ような作品や展示形態を検討することが必要と考えられる。

千年プロジェクト

千年プロジェクトは大きく美濃和紙伝統文化保存・継承と美濃和紙

産業活性化の2つに分かれている＜図1＞。観光振興は産業活性化の

中に位置づけられ、美濃和紙の里会館のリニューアルと旧古田行三邸

の活用が主要な事業として取り上げられている。

美濃和紙の里会館は、本美濃紙や美濃和紙の歴史や製法を知ること

のできる施設であり、また、和紙製品の販売が行われているほか、紙

漉き体験が実施されている。リニューアルでは、本美濃紙の展示ス

ペースなどが新たに作られる。現状では美濃和紙の技術に直接触れら

れる唯一の場所であり、観光客が行う紙漉き体験が、より高度な本美

濃紙の伝統技術に対する興味へとつながるような仕掛けが求められ

る。

旧古田行三邸は、和紙職人の紙漉き工房が併設された代表的な伝統

的紙屋民家であり、和紙の里会館の近くに位置している。所有者が

2015年1月に本美濃紙を活用したまちづくりに役立ててほしいと美

濃市に寄付したものである。美濃市ではここを本美濃紙保存会会員に

よる伝統技術を観光客に見てもらえる場所として整備することを構想

している。しかし、保存会員は本美濃紙の制作で手いっぱいであるこ

とや、非常に繊細な工程が多いことから、実現へ向けては多くの課題

を残している。しかし、伝統的な紙屋建築で実際の作業工程の一部を

見る機会は観光客にとって貴重なものであり、屋外での和紙の板干し

を含めた景観作りとしても大きな意味を持っている。

またいずれの施設も、うだつの上がる町並みから離れており、近年

デマンドタクシーなどにより両地区のアクセス改善はみられるもの

の、町並み観光からの誘導が難しいという問題も残されている。紙問

屋資本によって形成された美濃の町並みから、和紙職人の里をセット

で見せるような、ストーリーのある仕掛けの開発が求められる。

まとめ

重要無形文化財である本美濃紙の伝統技術を観光資源として活かす

ためには、一般の美濃和紙との差別化や、中心部の町並みと和紙生産

が行われている地区とのアクセスの改善、本美濃紙生産との優先度の

検討など多くの課題があることが明らかとなった。今後に向けては、

美濃市域全体で本美濃紙を軸に据えた観光ストーリーを展開すること

や、保存会員だけでなく、研修生なども含めた取り組みにより、どの

工程が観光客への体験や景観として提供できるのかをていねいに議論

していく必要があると考えられる。

写真1　あかりアート展出展作品　2015年 10月 11日撮影

図1  千年プロジェクトの推進体制／ copyright: http://www.city.mino.gifu.jp/ 
 pages/17209／ http://www.city.mino.gifu.jp/pages/17209/binary_ 
 fi les/bcc93969-bfb6-4abe-8204-c13ca6c19a12

［主要参考文献、引用文献、URL］
○美濃紙―その歴史と展開―/澤村　守/1983
○本美濃紙／美濃市文化遺産活用実行委員会／2013
○広報みの／美濃市役所　総務部　総合政策課／2014,2015
○美濃和紙伝承　千年プロジェクト／美濃市公式ホームページ
　http://www.city.mino.gifu.jp/pages/17209
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伝統技術を観光資源化するプロセス
-重要無形文化財「本美濃紙」を事例として -

The process to transform traditional technique into tourism resources
-A case study on the important intangible cultural property “Hon-minoshi” Japanese hand-made paper-

岡 里美
Oka, Satomi

文化マネジメントコース

はじめに

観光は地域に存在する文化資源を活用して経済効果をもたらす重要

な手段であり、町並みや自然風景、温泉などの有形物や、祭りなどの

イベント、地域特有の食文化などが主要な観光対象としての役割を

担ってきた。こうした従来型の観光資源に加え、近年になり、漆器や

陶磁器、木工、金工などの伝統産業の産地では、伝統的技術も観光資

源としてとらえ、商品としての販売だけでなく、その生産技術を観光

客に見てもらうような工夫が試みられるようになった。新たな形態の

観光資源として、多様化が図られている段階といえる。しかし、伝統

技術を見せることが観光資源としてしっかり定着し、成功していると

言える例はまだ少なく、様々な伝統技術に関する事例を蓄積した上

で、その有効な方法を検討する余地がある。そこで本研究では、国指

定重要無形文化財「本美濃紙」を対象事例とし、伝統技術を観光資源

としてとらえ活用しようとしてきたプロセスやその活用形態を把握

し、そこから今後に向けての問題点や方向性を検討することを目的と

した。

本美濃紙とは

本美濃紙は、岐阜県美濃市で伝統的な技術によって生産される和紙

である。正倉院に保存されている日本最古の戸籍用紙にも美濃紙が使

われている。江戸時代になってからは、最高級の障子紙として評価が

高まり、ほかにも様々な高級紙を生産してきた。2014年には、「石

州半紙」「細川紙」とともに、「日本の手漉和紙技術」としてユネスコ

世界無形文化遺産に登録されている。

現在、一般に美濃市域で漉かれている和紙は「美濃和紙」と総称さ

れているが、昭和44年に重要無形文化財に指定された「本美濃紙」

はその中でも一定の技術条件を満たしたものに限られる。重要無形文

化財「本美濃紙」の指定条件は、（1）原料は楮のみ、（2）伝統的な

製法と製紙用具を使用する、（2－1）白皮作業を行い、煮熱には草

木灰または、ソーダ灰を使用する、（2－2）薬品漂白は行わず、填

料を紙料に添加しないこと、（2－3）叩解は手打ちまたはこれに準

じた方法で行うこと、（2－4）抄造は「ねり」にとろろあおいを用い、

「かぎつけ」または「そぎつけ」の竹簀による「流し漉き」であること、

（2－5）板干しによる乾燥であること、（3）伝統的な本美濃紙の光沢、

地合等の特質を保持すること、となっている。

また、これらの技術を保持し、「本美濃紙」を漉くことができるの

は「本美濃紙保存会」の会員のみである。本美濃紙保存会の会員にな

るための条件は、（1）重要無形文化財指定条件に合う紙が漉ける者、

（2）「流し漉き」の技法で10年以上の経験、もしくはそれ相応の技

術を有する者、（3）重要無形文化財「本美濃紙」の保存伝承に賛同

する者、の3点である。現在会員は8名おり、会員を目指す研修生が

10名、技術の研鑽に励んでいる。

伝統技術を観光資源化するための取り組み

美濃和紙を観光のための資源として積極的に活用しようという試み

が始まったのは、およそ20年前の平成6年からである。その年は、

市制40周年記念として美濃市観光協会主催による「あかりアート展」

が開催され、また「美濃和紙の里会館」という美濃和紙の歴史や技術

を見学、体験できる場所が、和紙職人の多く住む地域に開設された。

その数年前の昭和63年には美濃市の伝統的市街地が「美濃市美濃町

重要伝統的建造物群保存地区」に指定されており、通称「うだつの上

がる町並み」として美濃市の中心的な観光資源となった時期と重なっ

ている。現在これに加え、美濃市役所は本美濃紙が世界無形文化遺産

に登録されたことを受けて、産業振興部の下に美濃和紙推進課を設置

し、「美濃和紙伝承　千年プロジェクト」（以下、千年プロジェクトと

する）という名称による取り組みで、本美濃紙の伝統文化の保存継承

と産業振興、観光資源化による地域活性化を目指そうとしている。本

稿では、「あかりアート展」と「千年プロジェクト」について、本美

濃紙の伝統技術との関係を考察する。

あかりアート展

あかりアート展は、美濃和紙を利用したあかりアート作品をうだ

つの上がる町並みで展示するというイベントであり、毎年10月の土

日2日間開催される。現在は来場者数が10万人を超えるイベントと

なっており、多くの観光客が美濃和紙製品に触れることができる貴重

な機会を提供している＜写真1＞。あかりアート展の作品は誰でも応

募することができ、作品の素材には主に美濃和紙を利用することが定

められている。しかしここで通常用いられている材料は本美濃紙では

ない一般の美濃和紙であり、会場で配布されているパンフレット等や

案内には美濃和紙と本美濃紙の違いについて理解をうながすような記

述はされていない。2013年のあかりアート展では特別に本美濃紙の

制作実演が行われたが、それ以外では明確に本美濃紙の伝統技術とし

ての価値を伝える場とはなっていないのが現状である。また、会場で

あるうだつの上がる町並みと「美濃和紙の里会館」の距離がかなり離

れており、イベントから会館での技術紹介へと誘導することも十分に

できている状態にはない。美濃和紙の可能性を活かすイベントとして

あかりアート展は十分な集客力を持っているので、今後はその中で本

美濃紙を差別化し、無形文化財としての高度な伝統技術を意識できる

ような作品や展示形態を検討することが必要と考えられる。

千年プロジェクト

千年プロジェクトは大きく美濃和紙伝統文化保存・継承と美濃和紙

産業活性化の2つに分かれている＜図1＞。観光振興は産業活性化の

中に位置づけられ、美濃和紙の里会館のリニューアルと旧古田行三邸

の活用が主要な事業として取り上げられている。

美濃和紙の里会館は、本美濃紙や美濃和紙の歴史や製法を知ること

のできる施設であり、また、和紙製品の販売が行われているほか、紙

漉き体験が実施されている。リニューアルでは、本美濃紙の展示ス

ペースなどが新たに作られる。現状では美濃和紙の技術に直接触れら

れる唯一の場所であり、観光客が行う紙漉き体験が、より高度な本美

濃紙の伝統技術に対する興味へとつながるような仕掛けが求められ

る。

旧古田行三邸は、和紙職人の紙漉き工房が併設された代表的な伝統

的紙屋民家であり、和紙の里会館の近くに位置している。所有者が

2015年1月に本美濃紙を活用したまちづくりに役立ててほしいと美

濃市に寄付したものである。美濃市ではここを本美濃紙保存会会員に

よる伝統技術を観光客に見てもらえる場所として整備することを構想

している。しかし、保存会員は本美濃紙の制作で手いっぱいであるこ

とや、非常に繊細な工程が多いことから、実現へ向けては多くの課題

を残している。しかし、伝統的な紙屋建築で実際の作業工程の一部を

見る機会は観光客にとって貴重なものであり、屋外での和紙の板干し

を含めた景観作りとしても大きな意味を持っている。

またいずれの施設も、うだつの上がる町並みから離れており、近年

デマンドタクシーなどにより両地区のアクセス改善はみられるもの

の、町並み観光からの誘導が難しいという問題も残されている。紙問

屋資本によって形成された美濃の町並みから、和紙職人の里をセット

で見せるような、ストーリーのある仕掛けの開発が求められる。

まとめ

重要無形文化財である本美濃紙の伝統技術を観光資源として活かす

ためには、一般の美濃和紙との差別化や、中心部の町並みと和紙生産

が行われている地区とのアクセスの改善、本美濃紙生産との優先度の

検討など多くの課題があることが明らかとなった。今後に向けては、

美濃市域全体で本美濃紙を軸に据えた観光ストーリーを展開すること

や、保存会員だけでなく、研修生なども含めた取り組みにより、どの

工程が観光客への体験や景観として提供できるのかをていねいに議論

していく必要があると考えられる。

写真1　あかりアート展出展作品　2015年 10月 11日撮影

図1  千年プロジェクトの推進体制／ copyright: http://www.city.mino.gifu.jp/ 
 pages/17209／ http://www.city.mino.gifu.jp/pages/17209/binary_ 
 fi les/bcc93969-bfb6-4abe-8204-c13ca6c19a12
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金沢市の街並み景観における雨天時の色彩評価
Color evaluation in rainy condition on townscape of Kanazawa-City

池田 藍香
Ikeda, Aika

文化マネジメントコース

はじめに

金沢市は市独自のさまざまな景観関連条例を制定することを通し

て、現在まで魅力ある景観形成に努めてきた。金沢市が平成21年に

策定した「金沢市景観総合計画」の景観形成における思想には、時

間や暮らしなど移ろいの要素が景観特性として取り上げられており、

人々の記憶としての景観も保存・継承の対象として重視されている。

一方で、北陸に位置する金沢市の自然条件の一つの特徴として、雨の

多い気候特性がある。しかし、金沢市民にとって日常であるはずの雨

天時の景観は、公的な景観計画の中ではいまだ注目されていない。

本研究の目的は、金沢市の代表的な街並みにおいて雨天時の色彩変

化を明らかにし、これを金沢らしい景観の要素として評価・意味づけ

することである。そこで、調査対象地として、金沢市の代表的な街並

みのうち、歴史文化的な街並みから「石川四高記念文化交流館」、「主

計町」、「東山ひがし・ひがし茶屋街」、「金沢城公園・石川門」、「長町

武家屋敷跡」、「寺町」の6カ所、比較として近代的な街並みから「JR

金沢駅東口」、「香林坊」の2カ所、計8か所を選択した。本研究では

雨天時の色彩として景観を構成している素材の濡れ色現象に注目する

こととし、それぞれの調査地点において、実際の景観構成要素から晴

天時と雨天時の色彩を測り出すための現地調査を行った。調査時期は

2015年7月から8月の間である。さらに、同時代の人々が金沢の街

並みの色彩についてどのような印象を持っているのかを明らかにする

ためのアンケート調査を実施した。富山大学芸術文化学部の学生を中

心に50名からの有効回答を得た。

景観構成要素の色彩変化

現地調査では、対象地ごとに各景観を構成する主要な要素をいくつ

か選び、色見本帳を用いて肉眼で晴天時及び雨天時の色彩をマンセル

表色系により測色した。現地調査の結果では、「香林坊：ビル外壁素

材」、「ひがし茶屋街：出格子」、「長町武家屋敷跡：石畳・土塀・松」、

「寺町：木塀・白壁・樹木」で雨天時に色彩が変化した。この結果か

ら、金沢の街並み景観の中には、雨天時に濡れることにより色が変化

する素材と変化に乏しい素材があることが明らかになった。また、雨

天時に色彩が変化するものは表面に凹凸がある素材や吸湿性のある素

材であり、特に自然素材において色の変化が現れやすいことが明らか

となった。一方で、「金沢駅東口」、「四高記念館」、「主計町」、「石川門」

では、どの調査対象素材にも変化が見られなかった。色彩の変化が見

られないものは人工物や木材であっても表面塗装が新しいもので、伝

統的な街並み景観の要素でも色の変化が起こりにくいケースもあるこ

とが明らかになった。

色彩変化が見られた素材について、マンセル表色系による変化量の

大きさを図1、図2に示す。雨天時の色彩の変化では明度が下がるも

のが多く、彩度については変化しないか下がるものが多いが、樹木に

ついては彩度が上昇する場合も見られた。

金沢の色彩イメージと雨天時の色彩との関係

アンケート調査では、現地調査で対象とした素材の内、変化のあっ

た6素材について晴天時及び雨天時の色彩を対で12色抽出し、これ

に金沢市の街並みにおいて使用が規制されている色彩（禁止色）4色

を加えて16色のカラーサンプルを用意した。アンケートでは、金沢

らしいと思う色彩をカラーサンプルから6位まで順位付けしてもらう

とともに、その判断の理由とした色味の特徴や形容詞を選択しても

らった。

金沢らしい色彩の順位について、表1に示す。

図1．  晴天時－雨天時の色彩変化（対象に直接色見本を当てた測色による）
 ●　香林坊・ビル外壁素材　10YR6/2　→　5R4/2
 ▲　長町武家屋敷跡・石畳　N5　　　 →　N2
 ■　長町武家屋敷跡・土塀　2.5Y7/2　→　2.5Y6/2
 ◆　寺町・木塀　　　　　　N4.5　　 →　N3
 ←の根元が晴天時の色彩、先端が雨天時の色彩を表す

図2．  晴天時－雨天時の色彩変化（対象から離れた位置からの測色による）
 ○　ひがし茶屋街・出格子　　5YR5/3　　→　5YR3/2
 △　長町武家屋敷跡・松　　　10GY4/6　 →　7.5GY5/4
 □　寺町・白壁　　　　　　　N9.3　　　→　N8.7
 ◇　寺町・樹木　　　　　　　5GY5/4　　→　2.5GY5/6
 ←の根元が晴天時の色彩、先端が雨天時の色彩を表す

1位は「ひがし茶屋街の弁柄・晴天時」、2位は「禁止色・黄緑」、

3位は「ひがし茶屋街の弁柄・雨天時」であった。また、6素材の晴

天時と雨天時の評価を比較すると、4素材で晴天時の色彩よりも雨天

時の色彩が上位であった。

次に順位判断の基準となった形容詞の順位について表2に示す。

使用した18語のうち、1位は「落ち着いた」、2位は「くすんだ」、

3位は「深い」であった。

これらの結果より、最も金沢らしい色彩は晴天時・雨天時の色彩で

ともに上位であった「ひがし茶屋街の弁柄色」であり、金沢らしい色

彩を言葉で表すと「落ち着いて・くすんだ・深い色」となることが示

された。

考察

アンケート調査の結果である「落ち着いた」・「くすんだ」・「深い」

という言葉が当てはまる色彩は、必ずしも雨天時の色彩のみではな

い。しかし、濡れ色現象の「明るさが下がり、鮮やかさは変わらない

か下がる」という変化傾向は「落ち着き、くすみ、深みが増す」色

彩イメージに合致している。金沢らしい色彩イメージを表す形容詞

は、雨天時の色彩とも結びつきの強い言葉であると言える。また、ア

ンケート回答者は50名中48名が金沢の街並みを知っており、雨の

多い金沢の街並みに親しみ、金沢らしい色彩として、落ち着き・くす

んだ・深い色である雨天時の色彩のイメージを持っていると考えられ

る。さらに、同じ素材でも雨天時の色彩がより金沢のイメージとして

高順位であることから、金沢らしい景観を演出する要素として雨天は

積極的に評価できると言えるだろう。

このように、金沢らしい色彩を通して雨天時の景観を解釈すること

で、これから金沢の雨天を肯定的に有効活用することにも繋がるだろ

う。雨天時の色彩を活用することで、金沢の街並みに親しんでいる

人々が感じている、日常的な街並みのイメージを表現するのである。

例えば、金沢市の観光PRポスターやパンフレットには晴天時のもの

が使われていることが多いが、雨天時のしっとりとした色合いを用い

ることで、より落ち着いた、深みのある金沢らしい街並みを伝えるこ

とができるだろう。また、雨天時ならではの観光イベントの開催など

も考えられる。雨天時の色彩を鑑賞する街歩きなどである。この際に

は、金沢の伝統工芸である「金沢和傘」を使用するなど、雨天に関係

する他の文化との繋がりや広がりも期待できる。このように、雨天時

の景観も積極的に活用することが、金沢らしい景観を鑑賞する際の新

たな手掛かりとなるのではないかと考える。

まとめ

本研究を通して、雨天時の色彩とは明度が下がる色味の変化である

ことが示された。また、金沢の街並みを知る多くの人々にとって、落

ち着き・くすんだ・深い色である雨天時の色彩は親しみのあるものだ

ということが明らかになった。このことから、雨天時の色彩は金沢ら

しい景観の要素として十分に評価できると言えるだろう。雨天時の景

観を色彩から読み解くことより、これを金沢らしい景観として意味づ

けすることができる。今後、金沢市ではさらに観光地化が進み、金沢

の日常を知らない外部の人々との交流が増えていくと考えられる。そ

の際には、金沢の気候特性である雨天を、金沢らしさをより深く知る

ために活用していくべきだろう。

表1．金沢らしい色彩イメージの順位

表2．色彩イメージの順位判断に関わる形容詞
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はじめに

金沢市は市独自のさまざまな景観関連条例を制定することを通し

て、現在まで魅力ある景観形成に努めてきた。金沢市が平成21年に

策定した「金沢市景観総合計画」の景観形成における思想には、時

間や暮らしなど移ろいの要素が景観特性として取り上げられており、

人々の記憶としての景観も保存・継承の対象として重視されている。

一方で、北陸に位置する金沢市の自然条件の一つの特徴として、雨の

多い気候特性がある。しかし、金沢市民にとって日常であるはずの雨

天時の景観は、公的な景観計画の中ではいまだ注目されていない。

本研究の目的は、金沢市の代表的な街並みにおいて雨天時の色彩変

化を明らかにし、これを金沢らしい景観の要素として評価・意味づけ

することである。そこで、調査対象地として、金沢市の代表的な街並

みのうち、歴史文化的な街並みから「石川四高記念文化交流館」、「主

計町」、「東山ひがし・ひがし茶屋街」、「金沢城公園・石川門」、「長町

武家屋敷跡」、「寺町」の6カ所、比較として近代的な街並みから「JR

金沢駅東口」、「香林坊」の2カ所、計8か所を選択した。本研究では

雨天時の色彩として景観を構成している素材の濡れ色現象に注目する

こととし、それぞれの調査地点において、実際の景観構成要素から晴

天時と雨天時の色彩を測り出すための現地調査を行った。調査時期は

2015年7月から8月の間である。さらに、同時代の人々が金沢の街

並みの色彩についてどのような印象を持っているのかを明らかにする

ためのアンケート調査を実施した。富山大学芸術文化学部の学生を中

心に50名からの有効回答を得た。

景観構成要素の色彩変化

現地調査では、対象地ごとに各景観を構成する主要な要素をいくつ

か選び、色見本帳を用いて肉眼で晴天時及び雨天時の色彩をマンセル

表色系により測色した。現地調査の結果では、「香林坊：ビル外壁素

材」、「ひがし茶屋街：出格子」、「長町武家屋敷跡：石畳・土塀・松」、

「寺町：木塀・白壁・樹木」で雨天時に色彩が変化した。この結果か

ら、金沢の街並み景観の中には、雨天時に濡れることにより色が変化

する素材と変化に乏しい素材があることが明らかになった。また、雨

天時に色彩が変化するものは表面に凹凸がある素材や吸湿性のある素

材であり、特に自然素材において色の変化が現れやすいことが明らか

となった。一方で、「金沢駅東口」、「四高記念館」、「主計町」、「石川門」

では、どの調査対象素材にも変化が見られなかった。色彩の変化が見

られないものは人工物や木材であっても表面塗装が新しいもので、伝

統的な街並み景観の要素でも色の変化が起こりにくいケースもあるこ

とが明らかになった。

色彩変化が見られた素材について、マンセル表色系による変化量の

大きさを図1、図2に示す。雨天時の色彩の変化では明度が下がるも

のが多く、彩度については変化しないか下がるものが多いが、樹木に

ついては彩度が上昇する場合も見られた。

金沢の色彩イメージと雨天時の色彩との関係

アンケート調査では、現地調査で対象とした素材の内、変化のあっ

た6素材について晴天時及び雨天時の色彩を対で12色抽出し、これ

に金沢市の街並みにおいて使用が規制されている色彩（禁止色）4色

を加えて16色のカラーサンプルを用意した。アンケートでは、金沢

らしいと思う色彩をカラーサンプルから6位まで順位付けしてもらう

とともに、その判断の理由とした色味の特徴や形容詞を選択しても

らった。

金沢らしい色彩の順位について、表1に示す。

図1．  晴天時－雨天時の色彩変化（対象に直接色見本を当てた測色による）
 ●　香林坊・ビル外壁素材　10YR6/2　→　5R4/2
 ▲　長町武家屋敷跡・石畳　N5　　　 →　N2
 ■　長町武家屋敷跡・土塀　2.5Y7/2　→　2.5Y6/2
 ◆　寺町・木塀　　　　　　N4.5　　 →　N3
 ←の根元が晴天時の色彩、先端が雨天時の色彩を表す

図2．  晴天時－雨天時の色彩変化（対象から離れた位置からの測色による）
 ○　ひがし茶屋街・出格子　　5YR5/3　　→　5YR3/2
 △　長町武家屋敷跡・松　　　10GY4/6　 →　7.5GY5/4
 □　寺町・白壁　　　　　　　N9.3　　　→　N8.7
 ◇　寺町・樹木　　　　　　　5GY5/4　　→　2.5GY5/6
 ←の根元が晴天時の色彩、先端が雨天時の色彩を表す

1位は「ひがし茶屋街の弁柄・晴天時」、2位は「禁止色・黄緑」、

3位は「ひがし茶屋街の弁柄・雨天時」であった。また、6素材の晴

天時と雨天時の評価を比較すると、4素材で晴天時の色彩よりも雨天

時の色彩が上位であった。

次に順位判断の基準となった形容詞の順位について表2に示す。

使用した18語のうち、1位は「落ち着いた」、2位は「くすんだ」、

3位は「深い」であった。

これらの結果より、最も金沢らしい色彩は晴天時・雨天時の色彩で

ともに上位であった「ひがし茶屋街の弁柄色」であり、金沢らしい色

彩を言葉で表すと「落ち着いて・くすんだ・深い色」となることが示

された。

考察

アンケート調査の結果である「落ち着いた」・「くすんだ」・「深い」

という言葉が当てはまる色彩は、必ずしも雨天時の色彩のみではな

い。しかし、濡れ色現象の「明るさが下がり、鮮やかさは変わらない

か下がる」という変化傾向は「落ち着き、くすみ、深みが増す」色

彩イメージに合致している。金沢らしい色彩イメージを表す形容詞

は、雨天時の色彩とも結びつきの強い言葉であると言える。また、ア

ンケート回答者は50名中48名が金沢の街並みを知っており、雨の

多い金沢の街並みに親しみ、金沢らしい色彩として、落ち着き・くす

んだ・深い色である雨天時の色彩のイメージを持っていると考えられ

る。さらに、同じ素材でも雨天時の色彩がより金沢のイメージとして

高順位であることから、金沢らしい景観を演出する要素として雨天は

積極的に評価できると言えるだろう。

このように、金沢らしい色彩を通して雨天時の景観を解釈すること

で、これから金沢の雨天を肯定的に有効活用することにも繋がるだろ

う。雨天時の色彩を活用することで、金沢の街並みに親しんでいる

人々が感じている、日常的な街並みのイメージを表現するのである。

例えば、金沢市の観光PRポスターやパンフレットには晴天時のもの

が使われていることが多いが、雨天時のしっとりとした色合いを用い

ることで、より落ち着いた、深みのある金沢らしい街並みを伝えるこ

とができるだろう。また、雨天時ならではの観光イベントの開催など

も考えられる。雨天時の色彩を鑑賞する街歩きなどである。この際に

は、金沢の伝統工芸である「金沢和傘」を使用するなど、雨天に関係

する他の文化との繋がりや広がりも期待できる。このように、雨天時

の景観も積極的に活用することが、金沢らしい景観を鑑賞する際の新

たな手掛かりとなるのではないかと考える。

まとめ

本研究を通して、雨天時の色彩とは明度が下がる色味の変化である

ことが示された。また、金沢の街並みを知る多くの人々にとって、落

ち着き・くすんだ・深い色である雨天時の色彩は親しみのあるものだ

ということが明らかになった。このことから、雨天時の色彩は金沢ら

しい景観の要素として十分に評価できると言えるだろう。雨天時の景

観を色彩から読み解くことより、これを金沢らしい景観として意味づ

けすることができる。今後、金沢市ではさらに観光地化が進み、金沢

の日常を知らない外部の人々との交流が増えていくと考えられる。そ

の際には、金沢の気候特性である雨天を、金沢らしさをより深く知る

ために活用していくべきだろう。

表1．金沢らしい色彩イメージの順位

表2．色彩イメージの順位判断に関わる形容詞
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はじめに

現在、日本の人口は減少傾向にあり、急激な少子高齢化が重大な懸

念事項となっている。そのような状況の中で、少子化や人口流出に歯

止めがかからず、将来的に消滅する可能性がある自治体も多く存在し

ていると指摘されている。

本論文では、このように日本の人口が減少傾向にある中で、人口増

加率が高く、子供の人数も年々増加傾向にあるという特徴を有してい

る富山県舟橋村を調査研究の対象地に設定した。舟橋村は、地価の安

さや交通の利便性などを活かし、平成元年から開始した宅地造成によ

りベッドタウンとして発展し、村外から多くの人々が転入してきたこ

とにより人口が増加した。しかしながら、現在、子育て世代や子供の

数の割合は高いものの、若者世代の流出が多く見られることや、新た

な宅地造成が行われていない等の理由により、今後、子育て世代の流

入減少が予測されている。さらに将来的には、舟橋村の人口は減少に

転じ、少子高齢化になることが見込まれており、人口減少対策が求め

られているのである。今後、舟橋村の人口減少に歯止めをかけるため

には、舟橋村への子育て世代の流入とともに出生率を増加させること

が必要である。そのためには、舟橋村では子育て環境を充実させ、子

育て世代が住みやすい村づくりが喫緊の課題である。

実際に千葉県流山市では、子育て環境を充実させたことにより子育

て世代が急増し、人口が増加したとの結果が出ている。このことから、

子育て世代を対象にした対策を行うことにより、舟橋村でも人口を増

加させる可能性を有していると考える。

さらに、ICTを活用した子育て支援も全国の様々な自治体で実施さ

れている。例えば、三重県津市ではICTを利用し、子育て世代がいつ

でも、どこにいても子育てサービスを享受できる体制を構築し、千

葉県松戸市では、子育て世代が感じる不安や孤立感を解消するため

に、地域が主体となる子育てサービスの情報を提供し、ICTサービス

の提供が子育て世代の松戸市への移住を誘引したとの結果を残してい

る。ICTの利用者数、普及率ともに年々増加している中で、このよう

なICTの活用は、子育て世代のサポートや充実した子育て環境を作る

ことに大きな成果をもたらすことが期待されている。

そこで、本論文は、舟橋村でもICTを活用し、子育て環境を充実さ

せることにより子育て世代を多く流入させ、人口を増加させることが

できるのではないか、そのためにはどのようにICTを活用することが

できるのかを明らかにすることで、ICTによる子育て環境の充実につ

いて新たな可能性を追求することを目的とした。

1.　21世紀における自治体の様々な変化とその背景

日本の総人口は現在、1億2,702万人（平成27年1月1日現在）

であるが、平成22年10月から徐々に人口が減少している。現在の

人口は前年同月に比べ22万人も減少しており、年代別に見ると、0

～14歳の人口は1,627万6千人であり、前年同月に比べ16万人減

少している（平成26年）。15～64歳の人口は7,803万5千人であ

り、前年同月に比べ114万7千人減少している。65歳以上の人口は

3,281万1千人であり、前年同月に比べ109万4千人増加している。

急速な高齢者人口の増加とともに、若者人口の減少を容易に読み取る

ことができ、今後更なる人口減少が予想される。

このような人口減少や少子高齢化の進展と更なる都市部への人口集

中などから将来的に消滅してしまう可能性がある自治体が多く存在し

ていることが指摘されている。現在日本には1718の市町村がある

（平成26年4月現在）が、その中でも896もの市町村はいずれ消滅

してしまうと指摘されている。

このような事態を回避するため、国は、まち・ひと・しごと創生法

を制定し、日本の人口を2060年に1億人程度確保する長期の人口ビ

ジョンと2015～2019年度の政策目標と施策の総合戦略を策定し

た。一方で、国から地方に対しても地方版総合戦略の策定に関する

通知を行い、地方では、各地域の人口動向や将来人口推計の分析を

行う地方人口ビジョンと、各地域の人口動向や産業実施等を踏まえ、

2015～2019年度の政策目標と施策として、地方創生総合戦略を策

定することを促した。この戦略策定では主に人口減少や東京一極集中

などの人口減少問題を克服することと、各自治体の成長力を確保する

ことを目標とし、各市町村で計画された施策は今後着実に実施してい

くことが求められている。なお、平成27年8月までに実施計画を提

出すれば国から、計画を実施するための支援金として上乗せ交付金が

支給されるため、各市町村では総合戦略や人口ビジョンに関する計画

づくりを当初の計画より前倒しする動きが見られている。

舟橋村では地方創生の動きを先取り、平成26年度に行われた舟橋

村官民連携モデル事業では、「官民連携による造成事業」の具体化を

検討するため、事例研究を行うとともに、民間企業と産学官金連携に

よる検討会を実施した。そこでは、舟橋村環境総合整備計画の3つの

柱にある「宅地造成」「子育て世代の環境充実」「公園整備」を実現す

るため、住宅、保育、造園、通信、金融、大学、行政が一堂に会して

の検討会がはじまった。そして舟橋村での子育て共助事業として、保

育園民営化、公園整備、宅地整備の3つの取り組みがスタートし、通

信業者もICT活用の可能性を模索し始めた。

2.　舟橋村における子育て世代の現状と課題

子育て世代の実情やニーズ情報を有すると考えられる子育て関連施

設へのヒアリング調査と、実際の子育て世代の施設利用者へのグルー

プインタビュー調査を実施し、ICTを活用し、子育て環境を充実させ

ることで、舟橋村は子育て世代の人口流入を実現することができるの

か、どのようにICTを活用すれば子育て世代の役に立つことができる

のかを明らかにした。

「舟橋村立図書館」「子育て支援センター」「YMCA」「舟橋村保育

所」の4施設を調査対象とした、ヒアリング調査結果では、子育て世

代に対する取り組み内容を聞く中で、子育て世代の実情や課題を把握

することができた。舟橋村立図書館では、育児や家事などの実用書を

充実させることで育児や家事の悩みを解決する情報提供を行ったり、

乳幼児に対応できる部屋を設置することで、授乳したり、おむつを交

換したりするときなどの人目が気になる場合でも子育て世代に安心感

を提供している。また、子育て支援センターでは子育て世代が情報交

換や仲間作りができる場を提供しており、子育て世代の利用頻度が高

いことからも子育て世代から大きな支持と期待が得られていると判断

することがだきた。

グループインタビュー調査結果では、今回、村外から訪れた子育て

世代が多く、子育て支援センターを何回も利用経験のあるリピーター

であったことから、舟橋村の子育て支援センターが他の地域にある子

育て支援センターに比べて、スタッフの方のホスピタリティの高さ、

すなわち利用者に対して親切で子育て世代との距離も近く、なごやか

な雰囲気で気軽に来ることができるためだと考えられる。また、子育

て支援センターが子育てに関する情報交換やママ友を作る場になって

おり、このような場所があるので、子育て世代の安心につながってい

るとの利用者の声を顕在化することができた。　

このように子育て支援センターは子育て世代から多く利用されてお

り、その評価も高い。しかしファミリーサポートの欠如、子育て支援

センター以外の面では舟橋村の子育て環境は充実しているとは言えな

いとの利用者の声も顕在化した。

この課題を解決するためには、ICTを活用し、子育て支援センター

のような情報交換やママ友を作ることのできる場をさらに作ることが

できるのならば、子育て世代にとっても良いサービス提供をすること

が可能ではないかと考える。特に、子育て世代が30代であることか

ら、デジタルディバイドに考慮し、気軽に子育て情報が得られるICT

サービスの提供が必要であることがわかった。

3.　まとめ
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または上手く利用できていないという方もいた。そのため、誰もが簡

単に利用できるようなものが良い、情報が一覧となって見ることがで

きたら良いという意見が多くあった。そこで、舟橋村でのICTの活用

方法として、TwitterやFacebookなどのように利用している人しか

見ることのできない媒体で情報を提供することに留めるのではなく、

誰もが利用できる初歩的なICTを使用し、舟橋村あるいは富山県の子

育て情報が一覧となって見ることができるポータルサイトを作ること

が有効である。具体的には、三重県津市の「地域ICT利活用モデル構
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舟橋村における人口流入と ICT 活用の可能性
The possibility of population influx and /
ICT utilization in Funahashi village

冨川 真利
Tomikawa, Mari

文化マネジメントコース

はじめに

現在、日本の人口は減少傾向にあり、急激な少子高齢化が重大な懸

念事項となっている。そのような状況の中で、少子化や人口流出に歯

止めがかからず、将来的に消滅する可能性がある自治体も多く存在し

ていると指摘されている。

本論文では、このように日本の人口が減少傾向にある中で、人口増

加率が高く、子供の人数も年々増加傾向にあるという特徴を有してい

る富山県舟橋村を調査研究の対象地に設定した。舟橋村は、地価の安

さや交通の利便性などを活かし、平成元年から開始した宅地造成によ

りベッドタウンとして発展し、村外から多くの人々が転入してきたこ

とにより人口が増加した。しかしながら、現在、子育て世代や子供の

数の割合は高いものの、若者世代の流出が多く見られることや、新た

な宅地造成が行われていない等の理由により、今後、子育て世代の流

入減少が予測されている。さらに将来的には、舟橋村の人口は減少に

転じ、少子高齢化になることが見込まれており、人口減少対策が求め

られているのである。今後、舟橋村の人口減少に歯止めをかけるため

には、舟橋村への子育て世代の流入とともに出生率を増加させること

が必要である。そのためには、舟橋村では子育て環境を充実させ、子

育て世代が住みやすい村づくりが喫緊の課題である。

実際に千葉県流山市では、子育て環境を充実させたことにより子育

て世代が急増し、人口が増加したとの結果が出ている。このことから、

子育て世代を対象にした対策を行うことにより、舟橋村でも人口を増

加させる可能性を有していると考える。

さらに、ICTを活用した子育て支援も全国の様々な自治体で実施さ

れている。例えば、三重県津市ではICTを利用し、子育て世代がいつ

でも、どこにいても子育てサービスを享受できる体制を構築し、千

葉県松戸市では、子育て世代が感じる不安や孤立感を解消するため

に、地域が主体となる子育てサービスの情報を提供し、ICTサービス

の提供が子育て世代の松戸市への移住を誘引したとの結果を残してい

る。ICTの利用者数、普及率ともに年々増加している中で、このよう

なICTの活用は、子育て世代のサポートや充実した子育て環境を作る

ことに大きな成果をもたらすことが期待されている。

そこで、本論文は、舟橋村でもICTを活用し、子育て環境を充実さ

せることにより子育て世代を多く流入させ、人口を増加させることが

できるのではないか、そのためにはどのようにICTを活用することが

できるのかを明らかにすることで、ICTによる子育て環境の充実につ

いて新たな可能性を追求することを目的とした。

1.　21世紀における自治体の様々な変化とその背景

日本の総人口は現在、1億2,702万人（平成27年1月1日現在）

であるが、平成22年10月から徐々に人口が減少している。現在の

人口は前年同月に比べ22万人も減少しており、年代別に見ると、0

～14歳の人口は1,627万6千人であり、前年同月に比べ16万人減

少している（平成26年）。15～64歳の人口は7,803万5千人であ

り、前年同月に比べ114万7千人減少している。65歳以上の人口は

3,281万1千人であり、前年同月に比べ109万4千人増加している。

急速な高齢者人口の増加とともに、若者人口の減少を容易に読み取る

ことができ、今後更なる人口減少が予想される。

このような人口減少や少子高齢化の進展と更なる都市部への人口集

中などから将来的に消滅してしまう可能性がある自治体が多く存在し

ていることが指摘されている。現在日本には1718の市町村がある

（平成26年4月現在）が、その中でも896もの市町村はいずれ消滅

してしまうと指摘されている。

このような事態を回避するため、国は、まち・ひと・しごと創生法

を制定し、日本の人口を2060年に1億人程度確保する長期の人口ビ

ジョンと2015～2019年度の政策目標と施策の総合戦略を策定し

た。一方で、国から地方に対しても地方版総合戦略の策定に関する

通知を行い、地方では、各地域の人口動向や将来人口推計の分析を

行う地方人口ビジョンと、各地域の人口動向や産業実施等を踏まえ、

2015～2019年度の政策目標と施策として、地方創生総合戦略を策

定することを促した。この戦略策定では主に人口減少や東京一極集中

などの人口減少問題を克服することと、各自治体の成長力を確保する

ことを目標とし、各市町村で計画された施策は今後着実に実施してい

くことが求められている。なお、平成27年8月までに実施計画を提

出すれば国から、計画を実施するための支援金として上乗せ交付金が

支給されるため、各市町村では総合戦略や人口ビジョンに関する計画

づくりを当初の計画より前倒しする動きが見られている。

舟橋村では地方創生の動きを先取り、平成26年度に行われた舟橋

村官民連携モデル事業では、「官民連携による造成事業」の具体化を

検討するため、事例研究を行うとともに、民間企業と産学官金連携に

よる検討会を実施した。そこでは、舟橋村環境総合整備計画の3つの

柱にある「宅地造成」「子育て世代の環境充実」「公園整備」を実現す

るため、住宅、保育、造園、通信、金融、大学、行政が一堂に会して

の検討会がはじまった。そして舟橋村での子育て共助事業として、保

育園民営化、公園整備、宅地整備の3つの取り組みがスタートし、通

信業者もICT活用の可能性を模索し始めた。

2.　舟橋村における子育て世代の現状と課題

子育て世代の実情やニーズ情報を有すると考えられる子育て関連施

設へのヒアリング調査と、実際の子育て世代の施設利用者へのグルー

プインタビュー調査を実施し、ICTを活用し、子育て環境を充実させ

ることで、舟橋村は子育て世代の人口流入を実現することができるの

か、どのようにICTを活用すれば子育て世代の役に立つことができる

のかを明らかにした。

「舟橋村立図書館」「子育て支援センター」「YMCA」「舟橋村保育

所」の4施設を調査対象とした、ヒアリング調査結果では、子育て世

代に対する取り組み内容を聞く中で、子育て世代の実情や課題を把握

することができた。舟橋村立図書館では、育児や家事などの実用書を

充実させることで育児や家事の悩みを解決する情報提供を行ったり、

乳幼児に対応できる部屋を設置することで、授乳したり、おむつを交

換したりするときなどの人目が気になる場合でも子育て世代に安心感

を提供している。また、子育て支援センターでは子育て世代が情報交

換や仲間作りができる場を提供しており、子育て世代の利用頻度が高

いことからも子育て世代から大きな支持と期待が得られていると判断

することがだきた。

グループインタビュー調査結果では、今回、村外から訪れた子育て

世代が多く、子育て支援センターを何回も利用経験のあるリピーター

であったことから、舟橋村の子育て支援センターが他の地域にある子

育て支援センターに比べて、スタッフの方のホスピタリティの高さ、

すなわち利用者に対して親切で子育て世代との距離も近く、なごやか

な雰囲気で気軽に来ることができるためだと考えられる。また、子育

て支援センターが子育てに関する情報交換やママ友を作る場になって

おり、このような場所があるので、子育て世代の安心につながってい

るとの利用者の声を顕在化することができた。　

このように子育て支援センターは子育て世代から多く利用されてお

り、その評価も高い。しかしファミリーサポートの欠如、子育て支援

センター以外の面では舟橋村の子育て環境は充実しているとは言えな

いとの利用者の声も顕在化した。

この課題を解決するためには、ICTを活用し、子育て支援センター

のような情報交換やママ友を作ることのできる場をさらに作ることが

できるのならば、子育て世代にとっても良いサービス提供をすること

が可能ではないかと考える。特に、子育て世代が30代であることか

ら、デジタルディバイドに考慮し、気軽に子育て情報が得られるICT

サービスの提供が必要であることがわかった。

3.　まとめ

舟橋村の子育て支援センターは子育て世代から多く利用されてお

り、利用者からの評価も高いが、それ以外の面では舟橋村の子育て環

境は充実しているとは言えないとの利用者の声を見いだすことができ

た。利用している子育て世代のお話によると、子育てに関する情報を

ICTから得ている方が多くいたが、一方でICTをあまり利用しない、

または上手く利用できていないという方もいた。そのため、誰もが簡

単に利用できるようなものが良い、情報が一覧となって見ることがで

きたら良いという意見が多くあった。そこで、舟橋村でのICTの活用

方法として、TwitterやFacebookなどのように利用している人しか

見ることのできない媒体で情報を提供することに留めるのではなく、

誰もが利用できる初歩的なICTを使用し、舟橋村あるいは富山県の子

育て情報が一覧となって見ることができるポータルサイトを作ること

が有効である。具体的には、三重県津市の「地域ICT利活用モデル構

築事業」、千葉県松戸市の「まつどあ」などの子育ての最新情報を提

供し、子育てをバックアップする環境整備が考えられる。
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町並みの構成要素に見る
八尾旧町住民の景観に対する意識
Sense of residents in Yatsuo old town about landscape observed from components of the streets

矢郷 沙織
Yago, Saori

文化マネジメントコース

はじめに

　町並みとはそこに住む人の文化や暮らし、その土地の歴史が現れる

ものである。特にその町の風土や文化と共に暮らす人達によって作

られた伝統ある町並みはそれ自体が1つの文化であり、まちづくりや

観光に欠かせない重要な地域資源として保護されるべきものである。

1975年には文化財保護法の改正によって重要伝統的建造物群保存地

区の制度が定められ、伝統的町並みの価値や重要性が認められるよう

になった。1983年には、当時の建設省が地域住宅計画を策定し、そ

れ以降、地域の持つ景観、自然、伝統、文化、産業などの特性を活か

しながら、将来に継承し得る質の高い居住空間整備を進めるための取

り組みが全国各地の行政や自治体、住民によって行われている。

　そうした取り組みを行っている町の1つに富山市八尾町の旧町と呼

ばれる地域がある。伝統的な町並みと八尾旧町の特徴的な地形である

坂によって作り出される景観は非常に魅力的であり、八尾旧町を訪れ

る人の目を楽しませてくれる。旧町住民の一部は自主的に伝統的で美

しい町並みになるように建物や通りの維持や修復を行ってきた。現

在、八尾旧町での家屋の改修には『八尾地区まち並み修景等整備事業

補助制度』を利用することができる。これは富山市と旧八尾町の合併

後の2007年から始まった制度であり、八尾地区の伝統的家屋などの

修景及び、建替・新築時の修景により、風情・情緒ある特徴的な八尾

の町並みを保全、形成すること、空き家となっている家屋を店舗等と

して活用し、八尾地区の活性化を図ることを目的としている。しかし

ながら補助制度が実施されている期間中でも、この制度を利用せずに

建物の修復や修景を行う住民もいる。その場合でも八尾地区まち並み

修景等整備事業補助制度で定められているのと同じ色や材質を使用し

て修復や修景を行う人が多かったという。

　協力して町並みを美しく保とうとしている八尾旧町住民は日常的に

景観に対してどのような意識を持って生活をしているのだろうか。そ

の疑問を解決するための糸口として、町並みの構成要素の1つである

建物の外観に飾られているディスプレイに着目した。植物や風鈴など

のディスプレイは建物の外観などとは違い、気軽に自由に装飾するこ

とができる上に、多くの人の目に留まるものでもある。そうしたディ

スプレイにこそ八尾旧町住民の景観に対する意識が現れているのでは

ないかと考えた。そこで町並みに飾られているディスプレイを「町並

みアクセサリー」と名づけ、その種類や装飾の仕方、町並みとの関係

性を調査、分析することで八尾旧町住民が日常的に町並みに対してど

のような意識を持って暮らしているのかを研究することとした。

研究方法

（1）現地調査

　まずは町並み修景がどのように行われているのかを知るために八尾

旧町の住民や行政担当らに修景の経緯や修景制度などについて聞き取

りを行った。次に旧町を構成する10町内それぞれのメインとなる通

りに面した建物の全てを写真で撮影した。その写真をもとに旧町の町

並みを構成する建物の用途、構造、ファサードや町並みアクセサリー

の種類や配置の記録を行った。

（2）分析方法

　分析の方法としては、まず町並みを構成する建物をその用途、構

造、ファサードの3つの観点で分類した。建物の用途は「民家」、「商

店公共施設」、「車庫」、「寺社」、「空き地」の5種類に分類し、建物の

構造は居住・店舗部分が通りに直接面しておらず、建物の正面に駐車

スペースを設けている「セットバック」、家の正面部分に庭がある「坪

庭」、建物の１階部分が車庫になっている「１階車庫」、この３種類に

当てはまらず、通りに建物の居住・店舗部分が直接面している伝統的

な構造を「通常」とした。建物の前面部分のデザインのことを指すファ

サードは、外観が全体的に八尾らしいデザインになっているものを

「伝統的ファサード」、建物の半分以上に八尾らしいデザインがあるも

のを「部分修景」、当てはまらないものを「なし」とした。更に町並

みアクセサリーとしてディスプレイを「植木」、「鉢植え」、「吊りさげ

飾り」などの10種類に分類し、その有無や配置方法を記録した。さ

らにおわら風の盆を模したデザインや八尾の特産品である和紙を使用

したもの、おわら節の歌詞に出てくる瓢箪を用いたものなど八尾らし

い特徴やデザインが認められる町並みアクセサリーに関しては八尾と

いうシンボル性があると判断し、町並みアクセサリーのシンボル性の

有無に関しても分類を行った。

分析結果

　分類したデータの集計を元にグラフを作成し、建物のタイプや町ご

とに比較することで町並みの状況を明らかにした。まず注目できるの

は、八尾旧町域は圧倒的に民家の比率が高いが、それにも関わらず建

物のファサードは全ての町で約5分の1以上が修景されていることで

ある。更に民家と商店公共施設では町並みアクセサリーの有無の比率

に大きな差がなかった（表1）。以上のことから八尾旧町の住民は商

店や公共施設など観光客が利用する建物だけが景観を意識しているの

ではなく、一般の民家も同じように景観を意識していることが読み取

れる。

　また、町並みアクセサリーの中でも鉢植えと植木は同じ植物であり
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ながらその設置の割合は旧町全体で大きな差がある。同じ植物でこれ

ほど差が出てしまうのは八尾旧町の町並みに適しているかどうかが理

由である。八尾旧町の町並みは建物が道に沿って軒をそろえ、隙間な

く並んでいることが特徴であり、居住空間の前や、建物の間などに植

木を設置するスペースを設けてしまうと、八尾らしい町並みの統一感

が失われてしまう。植木ではなく鉢植えを設置することによって八尾

旧町では八尾らしい景観の維持と植物を飾ることが両立できている。

さらに鉢植えの設置比率は、部分的に修景を行っている建物において

最も高いことから、鉢植えにはファサードを全て伝統的にしている建

物に対して、部分的にしか修景を行っていない建物の代替行為として

の意味が込められていると考えられる。また、吊り下げ飾りは他の町

並みアクセサリーと比べると商店公共施設で見られる割合が高いこ

と、シンボル性も同じく商店公共施設で多く見られることも明らかと

なった（図1）。

考察

　以上の分析結果には、八尾旧町の住民が「自分たちの文化を守る意

識」と、「訪れる人をもてなす意識」の２つを持っていることが関係

しているのではないかと考えた。

（1）自分たちの文化を守る意識

　八尾旧町の景観には八尾の文化である風の盆の影響が強く根付いて

いるように感じられた。それはシンボル性のある町並みアクセサリー

や伝統的ファサードの建物などから感じることができる。シンボル性

のある町並みアクセサリーも伝統的ファサードの家も数が多いわけで

はないが、どちらも旧町すべての町に見られるものであり、その存在

は町並みの中で旧町全体に統一感を持たせる役割を担っている。町並

みアクセサリーやファサードを活かして統一感を持たせることで八尾

旧町は旧町以外の地域と差別化が図られている。それは旧町がおわら

風の盆の舞台として、おわらに合うような情緒ある町並みを形成する

ためでもあるが、それと同時に旧町と旧町の文化を守るためでもある

だろう。このことが「自分たちの文化を守る意識」の表れであると考

えられる。

（2）訪れる人をもてなす意識

　「自分たちの文化を守る意識」でも触れたように八尾旧町には同じ

ようなファサードや町並みアクセサリーが多くそのおかげで全体に統

一感が生まれている。さらに八尾旧町のどの町でも建物の用途は民家

の比率が最も高く、通常の町家の構造がどの町でも比率が最も高いこ

とから、町自体の構成が似ていることも統一感を感じさせる要因の1

つである。こうしたことから旧町の住民は八尾旧町自体を大きな1つ

の統一された空間として捉えているのではないかと考えられる。この

統一感を保つという制約の中で、来訪者に対するもてなしの気持ち

は、鉢植えなどの植物や吊り下げ飾りによってさりげなく演出されて

いる。そういった部分に「訪れる人をもてなす意識」が現れているの

ではないかと考える。

　日常的に景観を意識して自主的に町並みを修景する行為や、町並み

アクセサリーによる適度な町並みの修飾からは、八尾旧町の住民にこ

の2つの意識があることが読み取れる。

［主要参考文献］
○篠原修『景観用語辞典　増補改訂版』東京：彰国社、2007年
○八尾町史編纂委員会　代表橋爪辰男『八尾町史』富山：八尾町役場、1967
年
○八尾町史編纂委員会　代表橋爪辰男『続八尾町史』富山：八尾町役場、
1973年

表1　各町における修景を行っている建物の比率

図1　建物の用途別にみた町並みアクセサリーのシンボル性の有無の比率
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